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教育委員会議事録  

日 時 令和５年８月９日（水）午後２時0 0分～午後４時5 9分  
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学校ICT担当課長 渡 邊  秀 則 

 特別支援教育課長 
就 学 前 教 育 
支援センター所長 

正富 富士夫 

 
済美教育センター 
所 長 

古 林  香 苗 

 
済美教育センター 
統括指導主事 

加 藤  則 之 

 
事 務 局 職 員 
 

庶 務 係 長 佐 藤   守  担 当 書 記 松尾 菜美子 

傍 聴 者 2 0名   
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会議に付した事件  

 

（議案） 

  議案第 7 3 号  杉並区立小学校において使用する教科用図書（令和６

年～９年度使用）の採択について 

  

  議案第 7 4 号  杉並区立特別支援学校並びに杉並区立小学校及び中学

校の特別支援学級において使用する教科用図書（令和６

年度使用）の採択について  
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教育長  それでは、ただいまから令和５年第 1 4 回杉並区教育委員会定例

会を 開 催 いた し ま す。 本 日 の会 議 に つい て 、 事務 局 よ り説 明 を お願 い

いたします。 

庶務課長  本日の 議事 録の 署名 委 員 につ きま して は 、 教育 長よ り事 前 に

對馬委員との指名がございました。よろしくお願いいたします。  

  続き まし て 、 本日 の議 事 日程 に つい てで ご ざい ま すが 、事 前 にご 案

内の と お り、 教 科 書採 択 に 関す る 議 案２ 件 を 予定 し て おり ま す 。以 上

でございます。  

教育長  それ では 、本 日の 議事 に 入 りま す。 本日 は 、 教科 書の 採択 を 予

定し て お りま す の で、 委 員 の皆 様 の ご意 見 を 伺い な が ら、 最 終 的に 委

員会 と し ての 結 論 を出 し て いき た い と考 え て おり ま す 。 ど う ぞ よろ し

くお願いいたします。  

  それでは、議案の上程・説明は事務局よりお願いいたします。  

庶務課長  それでは、日程第１、議案第 7 3 号「杉並区立小学校において

使用 す る 教科 用 図 書（ 令 和 ６年 度 ～ ９年 度 使 用） の 採 択に つ い て」 を

上程いたします。済美教育センター所長からご説明を申し上げます。  

済美教育センター所長  私から議案第 7 3 号「杉並区立小学校において使

用す る 教 科用 図 書 （令 和 ６ 年度 ～ ９ 年度 使 用 ）の 採 択 につ い て 」ご 説

明いたします。  

  今年 度採 択 を 行う 教科 用 図書 は 、義 務教 育 諸学 校 の教 科用 図 書無 償

措置 に 関 する 法 律 等に 基 づ き、 令 和 ６年 度 か ら令 和 ９ 年度 ま で の４ 年

間使用するものとなります。 文部科学省の検定に合格した 1 1教科、 1 3

種目、5 4種類、 2 5 9点の教科用図書からご審議いただくこととなります。  

  次に、調査事務についてご報告いたします。教科用図書の調査研究に

ついては、教育委員会が任命した委員による教科書調査委員会を設置し、

規則・要綱・手引に基づいて、全ての教科用図書について専門的な見地

から調査研究を行いました。その際、種目別の調査を各種目別調査委員

会へ、学校別の調査を各小学校へ依頼し、その報告書を基に２回の協議

を行ってまいりました。その協議に当たっては、教科書展示会で区民の

皆様から頂いた区民アンケート 1 8 1通を参考にしております。  

  また、２回目の調査委員会におきましては、保護者の方にもご参加い

ただき、ご意見を頂いたところです。調査研究結果につきましては、７

月 2 6 日に教科書調査委員から教育委員の皆様へ調査報告 書とともに口
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頭でもご報告させていただきました。  

  提案理由ですが、義務教育諸学校の教科用図書の無償措置に関する法

律第 1 3条及び第 1 4条の規定に基づき、区立小学校で使用する教科用図

書を採択する必要があるため、ご審議をお願いするものでございます。  

  議案の朗読は省略させていただきます。  

庶務課長  そ れで は、 これ より 審 議 をお 願い いた し ま すが 、審 議に 当 た

りま し て は、 教 科 書の 発 行 者名 を 明 らか に し てご 発 言 いた だ き ます よ

う、お願いを申し上げます。  

  それでは、最初に国語についてお願いいたします。  

教育長  それ では 、今 、国 語か ら と いう お話 があ っ た ので すが 、 ま ず 全

体に 関 わ る部 分 に つき ま し て、 私 の 方か ら 幾 つか 今 回 の教 科 書 採択 に

当たって触れておきたいなと思っています。  

  まず 、今 回 の 教科 書採 択 は、 基 とな る学 習 指導 要 領は ４年 前 に採 択

した 学 習 指導 要 領 と変 更 は ござ い ま せん 。 主 体的 ・ 対 話的 な 深 い学 び

を推 進 し てい く 。 つま り 、 何を 学 ぶ かだ け で なく 、 ど のよ う に 学ん で

いくかということを重視した学習指導要領であります。  

  これは子どもたちに、しっかり物事を考え、そして表現していく、そ

うした力をしっかり身につけさせていく。知識とか技術・技能を定着さ

せるだけでなく、しっかり物事を考える、そういった子どもたちを育て

ていきたいという趣旨の学習指導要領に基づいて、今回も前回に引き続

き採択を行うものであります。  

  しかしながら、この４年間というのは非常に、コロナをはじめ、世の

中が大きく変化した時期でありました。今回の採択においても、タブレ

ットの活用等、多くのことが、４年前にはなかったものが付け加えられ

ています。我々は、大きく変わった４年間の流れの部分も含め、しっか

り教科書を見ていきたいと思っています。これが１つ目です。  

  ２つ目ですが、この４年間の間に我々杉並区教育委員会が定めた「教

育ビジョン 2 0 2 2 」が実施されています。みんなの しあわせを創る杉並

の教育を大切にする考え方として、「子どもの思いを尊重する」、「ち

がいを受け入れる」など、５つの視点を盛り込んだ教育ビジョンが実施

されています。この新しい教育ビジョンに基づいて教科書採択をするの

は初めてでございますので、この教育ビジョンも含めて採択を行ってい

きたいと思います。これが２つ目です。  
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  ３つ目ですが、保護者の区民アンケートの中にもあったのですが、教

科書が大きくて重いとか、見やすくすると大きくなってしまうのですが、

何とかならないのかという保護者の声が複数寄せられています。我々の

下にも特に１年生の持ち物の重さ、１年生だけではないですけど、そう

いったことについてご意見を頂いています。  

  子どもの持ち物をできるだけ軽量化していくというのは、今いろいろ

我々も工夫しているところですが、一番大きなものは、やはり教科書で

あります。できるだけ子どもの負担を軽くするためには、じゃあ、教科

書は軽いもの、小さいものがいいのかとなってしまうと、これは本末転

倒、中身を選ばないことになってしまします。もちろん、教科書の大き

さ・重さというのは配慮をしてまいりますが、我々はその大きさだけで

なく、しっかり中身を見て検討してまいりたいと思います。これが３つ

目です。 

  それから４つ目、デジタルコンテンツについてです。４年前の採択と

指導要領は変わらないとはいえ、今回はデジタルコンテンツ、全ての会

社の教科書に二次元コードが記載され、それを読み取ることによって補

助的な資料が見られるような工夫に、各社ともなっているなと思ってい

ます。今回は調査観点に、学校調査、種目別調査を加えておりますので、

デジタルコンテンツの中身、それから、その内容、全てですね、いろい

ろ含めて検討してまいりたいと思います。これが４点目。  

  次、最後です。マスコミ報道によって、一部の教科書会社による、い

ろいろなコンプライアンス的な問題が報道されています。展示会での区

民のアンケートの中にも、そうした発行者のものは使わないでほしいと

いうアンケートも複数実はありました。  

私たちもいろいろ検討はいたしました。しかしながら、やはりこれも

先ほどの教科書の大きさと同じですけど、教科書会社の報道の内容も、

もちろんよくないこととは思っておりますが、しっかり教科書の中身を

見て、内容を見て採択に当たりたいと。ですから、そういった発行者は

使わないというご意見をそのまま使うのでなく、しっかり中身を見て、

教科書の内容で検討していきたいと考えております。  

  以上、５つについて、全体に関わることですので、ここで確認をした

ところです。 

  それでは、国語の採択に移りたいと思います。国語について、それぞ
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れの教育委員の皆様方からご意見がありましたら、お願いをいたします。  

對馬委員  で は国 語に つい て、 ま ず 私 の 方か らお 話 を させ てい ただ き ま

す。 国 語 は３ 社 ご ざい ま し て、 光 村 図書 ・ 東 京書 籍 ・ 教育 出 版 の３ 社

で、現在は光村図書の教科書を使っております。  

  先ほど 、教 育 長がお っし ゃっ た ように 、指 導要 領 が変わ らな かっ た 。

けれ ど も 、こ の 間 コロ ナ な どが あ っ て、 デ ジ タル コ ン テン ツ に 関し て

は非 常 に 、今 使 っ てい る も のよ り も 、ど の 会 社も 豊 富 にな っ て いる な

と思 い ま した 。 例 えば 東 京 書籍 さ ん のデ ジ タ ルコ ン テ ンツ も と ても よ

かっ た で すし 、 図 書資 料 で 紹介 さ れ てい る 本 も非 常 に よか っ た です 。

教育 出 版 さん も 大 変 、 関 連 図書 に よ って 関 心 を広 げ る こと が で きる な

と思いました。  

  指導要領が変わらない中で、光村図書の教科書がかなり私は変わった

かなというか、今日的課題について新しい教材を多く取り入れたなとい

う印象を持ちました。非常に子どもたちがイメージしやすい場面設定の

新しい教材が多くなっていました。  

  例えば２年生の「鬼ごっこ」という簡単な説明文があったのですけれ

ども、それがロボットになっていました。お掃除ロボットとか、荷物を

運ぶロボットとか、水族館だったかな、を案内するロボットだとか、小

学校２年生でも分かりやすい、身近に活躍するロボットを紹介して、考

えていくという文章になっていたり、４年生の「ウナギのなぞを追って」

というところが「風船でうちゅうへ」と、ちょっと夢のあるような説明

文に変わっておりまして、書いた方も、宇宙に行きたい、なかなか行け

ないかもしれないけど、風船を飛ばすことで宇宙から見た地球の写真が

撮れるかもしれないというような文章でした。  

  あと私が一番、これはいいかなと思ったのは、５年生に「子ども未来

科で何をする」という教材が入っていました。ここは今は「提案しよう、

言葉と私たち」というのが入っていて、毎日の生活の中で言葉の使い方

について、課題だと思うことについて出し合って、話し合いましょうと

いうことだったのですが、「子ども未来科」という、科は科目の科です

ね。もしそういう授業があったら、よりよい未来のために自分たちは何

を学びたいか。今の課題はこういうことで、それについて、こういうこ

とを学びたいということをここで考えようとなっていて、これは非常に

いいなと思いました。  
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  杉並の子どもたちが持続可能な社会に向けて、この先学んでいくのに

とてもいい教材だなと思いました。ほかにもいいところがたくさんあっ

たので、光村図書の教科書を今も使っていますが、私はそのまま継続し

て使うのはいかがかなと思いますが、どうでしょうか。  

教育長  あ りが と うご ざい ま す。 ほ か、 いか が でし ょ うか 。ど う ぞ、 折

井委員。 

折井委員  先ほど 教育 長か ら主 体 的 ・対 話的 な学 び を 実現 する ため の 教

科書 とい う お話 が あり まし て 、そ の ため には 論 理的 な 思考 能力 だ とか 、

それ を 発 信す る 能 力を 身 に つけ る こ とが 非 常 に大 切 に なっ て く るわ け

です け れ ども 、 こ の論 理 的 な思 考 能 力は 、 い ろい ろ な 教科 で 学 んで い

くに し ろ 、や は り 言語 教 育 の科 目 で ある 国 語 が出 発 点 なの か な と思 い

ました。 

  私は 、こ の 点 につ いて 、 いろ い ろ見 てき た ので す けれ ども 、 前回 の

教科 書 よ りも 他 者 の気 持 ち を読 み 取 った り 、 意図 を く み取 っ た り、 意

見を ま と めて 発 表 した り 、 対話 を す ると い う 活動 が 大 きく 扱 わ れて い

るという印象がありました。  

  ただ、トピックは、それぞれ教科書、少しずつ好みがあるようで、例

えば東京書籍は、ロボットとの未来だとか科学技術系のもの、ＳＤＧｓ

など、少し社会問題よりの発表、対話活動が多いのかなという印象がご

ざいました。 

  教育出版は、例えば６年生の生活をよくする提案だとか、パネルディ

スカッションでの地域の防災など、生活者の視点をすごく大切にしてい

るのかなと思いました。どのトピックも発表活動や対話活動に、すごく

いいテーマだなと思いました。  

  光村図書は、もちろんそういった社会問題を扱っているところもある

のですけれども、他社に比べて、高学年であったとしても、自分だとか、

お友達に焦点を当てて、身近なテーマについて話をする、考えて取り組

むような学習が多い印象がありました。  

  どちらがいいのかなと考えた時に、先ほど申し上げましたように、こ

ういった発表活動とか対話活動の出発点という科目の性質を考えると、

社会問題だと、やはりどういうデータを出すのとか、どういう説明をす

るのか、少し難しくなるのかなと思いましたので、テーマの重さだ とか

難しさに引きずられずに、しっかりとディベートだとかディスカッショ
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ンのやり方を学んだり、もしくは発話の仕方、もしくは発言の経験を積

むことができるので、私は光村図書が高学年であっても結構身近な話題

というところにすごく好感を持ちました。  

伊井委員  今、お ２人 の委 員か ら そ れぞ れご 意見 が ご ざい まし たが 、 私

も３ 社 を 見て み て 、い ろ い ろこ れ ま で扱 わ れ てい た も のが 根 強 く残 っ

てい る も のも あ っ て、 そ の 作品 、 作 品の 価 値 は大 変 あ るの だ な とい う

ことを認識した次第です。  

  例え ば東 京 書 籍さ んの 「 イン タ ーネ ット の 投稿 を 読み 比べ よ う」 と

か「 プ レ ゼン テ ー ショ ン し よう 」 な どは 、 と ても 有 意 義な 取 組 だと 思

いま し て 、子 ど も たち の ア クテ ィ ブ ラー ニ ン グと 呼 ば れる 活 動 には 大

変生きてくるのかなと考えました。  

  また低学年では、作文や日記の例が複数載っていて分かりやすく、ま

た二次元コードで動画での討議の様子を紹介しているものがありました。

「話し合って考えを深めよう」というところですけれども、ああいった、

本当にまさに話をしている状況を目で見られる、聞くことができるとい

うのが、子どもたちが自ら学ぶという点でも大変いいなと思いました。  

  あと、光村図書さんですが、取り上げている作品が１年生からとても

厳選されているのはいいなと思いました。変わらず懐かしい名作も取り

扱われていますし、１・２年生の上巻の巻頭に、国語の学びを見渡そう

とのことで、学年に沿った目当ての言葉が書いてあり、とても好ましく、

分かりやすいと思います。  

  また、２年生のものには１年生の振り返り、３年生のものには２年生

の振り返りと、学んだことも記載してあり、振り返りになると思います

し、巻末にある「大切」のまとめが、その学年ごとの、まさに大切な項

目が整理されていて、これもまた振り返りになっていると思いました。 

  それから、話す・聞く・書く・読むが項目ごとに色分けされているの

で分かりやすく、今、何の活動を目指しているのかが低学年から理解し

やすいのではないかなと思います。６年生の「デジタル機器と私たち」、

「書く」の領域ですけれども、グループでの話合いの取組があり、対話

的な学びにつながるのではと思いました。そのほか「伝え合うための言

葉」、「言葉の宝箱」、「図を使って考えよう」、「分ける・比べる・

広げる」ということは、整理した物事を考える上で、ほかの教科にもと

ても生きると考えました。  
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  それから、これは好みになってしまうかもしれませんが、日本では暦

の上で季節を 2 4 に区切っていて、二十四節気と言われますが、その言

葉が６年生に写真と解説つきで紹介されていて、本当に写真を含め、す

てきだなと思います。  

  取り上げられている作品が児童の学びに適していて、３年の下の「メ

ロディー」とか、それから、６年生「ぼくのブック・ウーマン」などは、

読ませていただいても、大人も胸を打たれるものがあるなと感じました。  

ほかにも「本は友達」などは、ブックトークをするページがあったり、

学習用語や思考ツールがまとめて載っているため、児童が必要に応じて

活用できるなど、大変整理され、また厳選された取組がされているので、

私は光村図書を引き続き使わせていただくのがいいかなと感じました。

以上でございます。  

教育長  ありがとうございました。ほか、いかがですか。久保田委員。  

久保田委員  光村 図書 ・東 京書 籍・ 教育 出版 、 各 社、 それ ぞれ 新し い 教

材、 お 話 を入 れ て いる な と いう の が 印象 的 で した 。 初 めに 對 馬 委員 も

おっ し ゃ って い た ので す が 、今 日 的 な課 題 を 入れ て い くと い う こと の

中で 、そ れ が例 え ばイ ンタ ー ネッ ト であ った り 、Ｓ Ｄ Ｇｓ であ っ たり 、

ある い は 、エ ネ ル ギー ・ 環 境問 題 で あっ た り 、新 し い お話 を 新 たに 教

材化 して い く、 入 れて いく と いう こ とは 今回 特 徴的 だ った と思 い ます 。  

  その 中で 、 や はり 光村 の 場合 に は、 その 中 でも 児 童が 主体 的 に見 通

しを 持 っ て学 習 し てい け る よう な 構 成に な っ てい る な と私 は 考 えま し

た。 や は り、 こ の こと は 毎 日学 校 現 場で 展 開 され て い る国 語 の 授業 の

中で大事なことであるかなと思います。  

  また、１年生から６年生までの光村の教科書を見た時に、私がいいな

と思ったところがあります。それは、各学年にわたって「図書館の使い

方」とか、あるいは「学年の本棚」という、そういったページがきちっ

と設けられており、その中で、要は、子どもたちを本の世界へいざなう

工夫がなされているなと思いました。１年生から６年生まで縦の系列で

本の世界を広げていこうという意図がよく伝わってきていたなと思いま

す。 

  ということで、私は、やはり今回光村を推したいなと思っています。

以上です。 

教育長  ほ か、 い かが です か 。皆 さ んの ご意 見 を伺 っ てい ると 、 光村 図
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書出 版 と いう ご 意 見が 多 く あっ た の では な い かと 思 う ので す が 、国 語

につきましては光村図書出版と決定してよろしいでしょうか。  

（「はい」の声） 

教育長  それで は 、国語 につ きま し ては光 村図 書出 版 と決定 いた しま す 。  

  引き続き、書写に移ります。書写について、ご意見のある方は、お願

いいたします。對馬委員。  

對馬委員  書 写も 同じ く３ 社、 東 京 書籍 ・教 育出 版 ・ 光村 図書 の３ 社 な

ので す が 、先 生 方 から の 教 科書 調 査 委員 会 の 報告 書 に も、 書 写 につ い

ては 国 語 と同 じ 会 社 の 方 が 指導 が し やす い と 、出 て く る文 字 、 平仮 名

だっ た り 、漢 字 だ った り 、 習う 順 番 がそ ろ っ てい る ほ うが 使 い やす い

とい う 声 が多 く ご ざい ま し たの で 、 先ほ ど 国 語は 光 村 図書 に 決 まっ た

とい うこ と なの で 、書 写も そ ろえ て 光村 図書 で いか が かな と思 い ます 。  

教育長  ほか、いかがでしょうか。  

折井委員  私も賛成いたします。  

久保田委員  私も 對馬 委員 と同 じ意 見な ので すが 、今 回も 改め て３ 社 の

教科 書 を 見て 、 筆 使い と か 、あ る い は 左 利 き の児 童 へ 対応 し た 工夫 と

か、お手本等も含めて本当によくできているなと思ったわけです。  

そんな中で、先ほど国語の教科書は光村ということで決まりましたが、

国語の教科書と対応させるべきか、あるいは、そうしなくてもよいのか

ということを考えた時、それはどちらでもよいのかなと、前回も出たと

思いますが、今回もそうだと思います。  

  そん な中 で 、 よく 見て い くと 、 例え ば１ ・ ２年 生 の硬 筆の と ころ の

内容 を 見 てい く と 、国 語 の 教科 書 に 関連 し た もの が 入 って く る ケー ス

がま ま あ りま す 。 今回 で い うと 「 ス イミ ー 」 が典 型 で すね 。 「 スイ ミ

ー」 に つ いて 言 う と、 国 語 の教 科 書 では １ 年 生に 入 っ てい る の が２ 社

です 。 ２ 年生 が １ 社だ け で す。 そ れ が光 村 で す。 今 回 の硬 筆 の 方を 見

てみ る と 、当 然 ２ 年生 に 「 スイ ミ ー 」が 入 っ てい る の は光 村 だ けな の

です ね 。 そう い う 意味 で は 、「 ス イ ミー 」 対 応で い え ば同 じ ２ 年・ ２

年でつながるなということも感じました。  

  それから、光村の教科書でもう一ついいなと思ったところがありまし

た。それは、３年生以上の毛筆のところなのですが、３年生以上は毛筆

なのですが、毛筆が全てということでは全然なくて、硬筆の扱いも入っ

てきているということがよく分かります。その中で、例えば「手紙の書
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き方」とか「はがきの書き方」とか「プログラムの書き方」とか、まさ

に日常生活に生かしていくものがはっきりと位置づけられて、押さえら

れているのですね。  

  これはとても大事なところだなと思いまして、やはり光村の教科書で

いいのではないかと思った次第です。  

伊井委員  私は、 もう 少し 細か い 観 点で 拝見 させ て い ただ いた ので す け

れど も 、 今、 久 保 田 委 員 が おっ し ゃ った の で すが 、 左 で書 く お 子さ ん

のた め に ３社 と も 大変 対 応 があ っ て いい な と 思い ま し た。 世 間 的に も

左効 き の 方が 増 え たか な と いう イ メ ージ が あ りま す し 、そ こ は すご く

大事な観点かなと思っております。  

  それ から 、 光 村図 書さ ん です け れど も、 １ 年生 の 夏休 みに 入 る 時 期

に合 わ せ て、 「 絵 日記 の 書 き方 」 、 タイ ム リ ーに 横 書 きと 数 字 も学 べ

る構 成 に なっ て い ます 。 そ れか ら 、 １ 、 ２ 年 生の 中 で 「こ ん な こと な

いか な」 と いう 提 案が され て いて 、 間違 えて し まっ て いる とこ ろ とか 、

書き 方 が でき て い るか な と いう こ と が 確 認 で きた り 、 ３年 の 終 わり の

方に も 「 でき て い るか な 」 とし て 、 鉛筆 の 持 ち方 の お さら い が 載っ て

いて 、基 本 の持 ち 方を 改め て 確認 で きて 、復 習 でき る なと 思い ま した 。  

  ３年生の巻末のところに、通常だと、いわゆる毛筆のあいうえお順の

表記だけが載っているのですが、光村では３年の巻末に硬筆と毛筆の平

仮名と片仮名の一覧表もあり、これもとてもいいなと思いました。  

  東京書籍さんは、１年生から６年生全ての巻末に、１年生から○○年

生で学習することとして「まとめ」が書いてあるので、これも復習に対

して整理ができるので、書写の教科書としては見やすい観点でもあるの

かなと思います。  

  また、これは光村さんですけれども、片仮名のソとン、それからツと

シ、とても小学生にとって間違えやすいところだと思うのですけど、漢

数字の三と片仮名のミ、漢数字の八と片仮名のハなどについても丁寧に

学びを進める構成になっています。  

  そ れか ら２ 年 生で は 「連 絡帳 の 書き 方 」、 それ か ら４ 年 生で は 「 防

災」、「未来をつくるアイデア」、「書写のごみゼロ」、「３Ｒ」にも

触れていて他教科への広がりがあるなと感じております。そういう意味

では、キャリアデザインという点でも優れているなと思います。  

  それから、ポスターとか、いろいろな形の表す、表現するということ
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についても触れてあって、ポスターだけではなくて「なくそう食品ロス」

など、そういったチラシなどのような形もトライアルとしてありました。  

  ネコのイラストを使って折れとかにも触れて、子どもたちに分かりや

すくしています。そのほかに「平仮名集まれ」「片仮名集まれ」、「漢

字調べたい」など、題目で子どもたちの気持ちを引くのが上手だなと思

いました。 

  デジタルコンテンツについてですけれども、東京書籍も大変充実して

いると思いますが、自習のことを思うと、例えばお習字を自分でやろう

かなと思った時に、真上からの映像もあり、光村さんのものは見やすい

なと思いますので、皆様のご意見に賛成でございまして、光村図書の書

写がいいかなと思いました。以上です。  

教育長  あり がと うご ざい まし た 。 皆様 、光 村図 書 出 版と いう こと で お

話し い た だき ま し たの で 、 書写 に つ きま し て は光 村 図 書出 版 と 決定 し

てよろしいでしょうか。  

（「はい」の声）  

教育長  そ れで は 、書 写に つ きま し ては 光村 図 書出 版 と決 定を い たし ま

す。 

  続けて、社会科に移ります。社会科についてご意見のある方、お願い

をいたします。  

久保田委員  社会 科は ３社 あり ます 。 東 京書 籍・ 教育 出版 ・日 本文 教 出

版で あ り ます 。 こ の中 で 、 現在 杉 並 で使 っ て いる の は 東京 書 籍 です 。

今回 ３ 社 の教 科 書 をい ろ い ろ見 な が ら、 改 め て 各 社 と も問 題 解 決学 習

を踏 ま え た大 変 よ いつ く り にな っ て いる 、 い い教 科 書 がで き て いる な

と私は思いました。  

  その 中で 、 例 えば 防災 教 育と い うの が 一 つ 、３ 年 生か ら６ 年 生ま で

大切 な 多 年教 材 と して あ る わけ で す が、 そ れ につ い て も縦 の 系 列で 非

常に よ い 内容 を う まく 構 成 して い る なと い う こと が 言 える と 思 いま し

た。 

  その中で日文の４年生の教科書では、杉並区の防災の取組の様子を具

体的に大変分かりやすく書いているなと思いました。  

  また、６年生の教科書について言うと、ちょうど４年前この場でも話

題になったのですが、分冊はどうかということがありました。歴史編と

政治経済編の２冊ですね。これについて、学校現場レベルで聞いてみる
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と、やはり分冊でそれぞれがすっきりとまとまっていて使いやすいとい

う声も聞いています。また、教科書調査委員会からも同じような報告を

受けています。ということで、基本的には６年生の分冊については、一

つの方向というのはできているのかなと思いました。  

  つまり、改めて社会科という教科の特性を考えた時に、絵図とか写真

とか、あるいは統計資料等がどのようにレイアウトされているか、構成

されているか等々がとても大切なポイントになってきます。  

その点で３社とも、それぞれ工夫がされていて、とてもよくできてい

ると思いましたが、その中で、私は東書の「つかむ・調べる・まとめる」

という、いわば３段階の学習過程に合わせた表記が、分かりやすいよう

に、３年生から６年生まで単元ごとに明示されているのですね。そうす

ると、児童にとってみれば、今どこを学習しているのか、どういうこと

を学習するのかというのが非常に分かりやすくレイアウトされている、

構成されているなと思いまして、非常に使いやすいなと思います。  

  また、デジタルコンテンツの方も豊富で、これも特に社会科という教

科から言うと、とても活用しやすい、活用していけるところかなと思い

ました。 

  更に細かいところで言いますと、東書の６年生の教科書は一番最初の

単元の「大昔の人々の暮らし」のところで見開きページというか、折り

込みが２つ重なっていて、開くとかなりの大きさになるのですが、ちょ

うど縄文と弥生が対比的に比べながら、いろいろ学習できる。また、江

戸時代のところでは、「江戸のまちの様子」のところで熈代勝覧の絵図

が見開きで非常に分かりやすく示されている。これをパッと見ただけで

も、児童の興味・関心を喚起し、そして、児童が自ら目標を持って、主

体的に取り組んでいける、まさに自分で調べ、考え、そして解決し、ま

とめていくという、そんな学習につながるかなと思いました。  

  以上のようなことから、やはり今回も東書を推したいなと思っている

ところです。以上です。  

教育長  ありがとうございました。ほか、いかがでしょうか。  

折井委員  実は、 うち の息 子が 東 京 書籍 さん の分 冊 を 使っ て学 習を し た

ので す け れど も 、 とて も よ かっ た の では な い かな と 思 いま す 。 歴史 は

本当 に 流 れを つ か むこ と が 難し く て 、あ る 時 代と 、 そ の次 の 時 代が ど

うつ な が って い る のか 、 ど うい う 変 化を 経 て 次の 時 代 に行 っ た のか と
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いう こ と を理 解 す るこ と が とて も 大 事だ と 思 いま す の で、 こ の 分冊 は

とてもいいのではないかなと思いました。  

  私は 専門 が 英 語教 育で す が、 教 科書 的に は 国語 で すと か社 会 を見 る

のが 楽 し いの で 、 本当 に 興 味深 く 拝 見さ せ て もら っ た ので す が 、今 回

デジ タ ル コン テ ン ツが す ご く充 実 し てい る な とい う 印 象が ご ざ いま し

て、 デ ジ タル コ ン テン ツ の 面で 言 う と、 東 書 と日 本 文 教出 版 が よか っ

たか な と 思い ま す 。教 育 出 版 の 方 も 二次 元 コ ード で 読 み取 り が でき る

ので す け れど も 、 出て く る のが ワ ー クシ ー ト だっ た り する の で 、そ の

場で 子 ど もが 見 て とか 使 っ てと い う のが 少 し 活用 し づ らい の か なと 思

いました。 

  東京書籍の例えば聖徳太子のところですと、本当にミニ歴史番組みた

いになっていて、とても楽しいのですね。例えば教科書の中にはしっか

りと載っていないのだけれども、天皇家と蘇我家が系列的にどんなつな

がりがあって、それが天皇中心の政治に繋がっていったというような、

そういった時代背景とか政治的な背景とかもとても分かりやすくまとめ

ているなど、デジタルの利点を最大限に活用している教科書なのではな

いかなと思いました。  

  ですので、私も東京書籍かなと思います。  

教育長  ありがとうございました。ほか、いかがでしょうか。  

伊井委員  私も学 習の 進め 方が パ ッ ケー ジ に なっ て い る 点 につ いて 比 較

して み た ので す け れど も 、 学習 問 題 の 作 り 方 とし て 、 見る ・ 調 べる ・

話し 合 う 活動 と い うこ と で 日本 文 教 出版 さ ん は進 め て おら れ ま す。 学

習計 画 を 立て 、 実 際に 活 動 して い く 過程 が よ く分 か り ます 。 ガ イド マ

ークなどの形でまとめが載っているのもいいなと思いました。  

  その 点が 、 実 際に 調べ た り、 関 係者 に話 を 聞い た りす る活 動 のと こ

ろま で は 、教 育 出 版さ ん の 教科 書 は よく 見 え るの で す けれ ど も 、ま と

めに つ い てが 提 案 型で あ っ たり 、 こ んな と こ ろ も あ る ね、 こ ん なふ う

なや り 方 もあ る ね とい う 、 それ が 少 し意 外 と 難し か っ たり 、 そ うい う

表現 に 対 して 理 解 が深 め ら れな い 児 童も い る のか も し れな い な と感 じ

ました。 

  東京書籍さんのものは、先ほど久保田委員の方からもお話がありまし

たが、学習の進め方がパッケージになっていて、「つかむ・調べる・ま

とめる」、私は更に、その後は「生かす・広げる」というところに焦点
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を当てて拝見してみました。特に「まとめる」については、「広げる・

生かす」にも工夫があって、相当吟味してこのページを作っておられる

ことが伝わってくるような気がいたしました。  

  ６年生の歴史ですけれども、まとめのところに「ヤマトタイムス」と

いうのが載っているのですね、子どもたちがまとめたものが。これがセ

ンスのあるまとめ方だなと、とても感じました。  

  国語や書写の教科書に、いろいろな表現の仕方が載っていたと思いま

すが、その単元があることを教科横断的に思い出した次第です。社会は、

作業に主体的・対話的で深い学びそのものと思うものがいっぱいありま

す。自分で考え、友達ともやり取りをして、そして、まとめる時に深く

考えていく、考えを広げていくという点で、パッケージになっているこ

とで分かりやすいという利点が東京書籍さんの教科書にはあると思いま

す。 

  政治の教科書の中で、「使う・調べる・まとめる・生かす・広げる」

の中で、広げるというのに平和学習のまち広島を訪ねてというまとめ方

があったのですけれども、１番「あの日を忘れない」、２番「未来へ」、

広島からの平和発信ということで、その隣のページに毎年広島の小学生

が行う「平和への誓い」、令和３年のものが載っています。今年も８月

６日にテレビを拝見しましたけれども、小学生の「平和への誓い」は本

当に胸打たれるものだなと感じております。  

  それから、「まとめる」の中では、ほかにも歴史の、平安時代の文化

の特色をキャッチフレーズに表して発表する形、短冊にして発表するよ

うな形など、それから「広げる」で、同じ平安時代のところなのですけ

れども、平安時代に栄えた平泉について調べていって、発表しています。  

  「使う・調べる・まとめる・生かす・広げる」を繰り返すことによっ

て、一連の学習の形の繰り返しがとても分かりやすいので、当初の教科

書が望ましいかなと私も感じました。以上です。  

教育長  ほか、いかがでしょうか。  

對馬委員  今、ま とめ 方に つい て お 話が あり まし た け れど も、 私も 東 京

書籍 の教 科 書の ま とめ 方 は 非 常に 工 夫が あっ て いい な と思 って い ます 。

表に 整 理 をし た り 、図 を 使 った り 、 それ か ら 、例 え ば 漫画 が も とも と

描い て あ って 、 そ この 吹 き 出し が 白 くな っ て いる 、 そ こに 文 字 を埋 め

よう と い うの が あ った り 、 それ か ら 、歴 史 の とこ ろ で 人物 カ ー ドを 作
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ったり。 

  そう した 上 で 話合 いを し て、 自 分は こう い う考 え で、 こう い うふ う

にま と め たの だ よ と話 合 い の活 動 に つな が る よう な ま とめ 方 。 今回 、

政治 の と ころ だ っ たと 思 う ので す が 、 地 域 の とこ ろ か な、 ダ イ ヤモ ン

ドラ ン キ ング も 出 てい ま し て、 非 常 にこ れ は 新し い と いい ま す か、 い

ろい ろ な もの に こ のま と め 方を 応 用 でき る な と感 じ ま した 。 社 会科 の

この 単 元 だけ で は なく て 、 大人 に な って 仕 事 をす る 時 とか に も 使え る

ような、いいまとめ方。  

  イメージマップになるようなまとめの紹介もあったのですけれども、

実際に中学生と活動をした時に、何も指示を出さないのにイメージマッ

プでイメージを広げていっている子が何人もいまして、聞いたら小学校

の時に勉強をしたということがありました。  

  やはりこういう工夫はとても大事だと思うので、私もこのまとめ方の

工夫がとてもいいなと思って、東京書籍さんがいいかなと思います。  

教育長  ほ か、 い かが です か 。社 会 科も 皆さ ん 、東 京 書籍 とい う ご意 見

があ り ま した の で 、社 会 科 につ き ま して は 東 京書 籍 で 決定 し て よろ し

いでしょうか。  

（「はい」の声）  

教育長  それで は 、社会 科に つき ま しては 東京 書籍 と 決定を いた しま す 。  

  引き続き、地図に入ります。地図についてご意見のある方は挙手を願

います。久保田委員。  

久保田委員  地図 は２ 社で す。 帝 国 書院 と東 京書 籍 で す。 今 、 使っ て い

るの は 帝 国書 院 に なり ま す 。改 め て 今回 の ２ 社の 教 科 書を 拝 見 しま し

て、 それ ぞ れ、 や はり 現行 の もの よ り修 正、 バ ージ ョ ンア ップ さ れて 、

とてもいい地図帳ができているなというのが私の印象です。  

  その中 で東 京 書籍の 場合 は、 ３ 年生か ら地 図帳 を 使うと いう こと で 、

３年 生 を 意識 し た 導入 と い うか 、 入 り方 の 工 夫が な さ れて い る と今 回

思い ま し た。 表 紙 を開 け ま すと 世 界 地図 が 広 がり ま す 。そ こ に 挨拶 と

か、 あ る いは 食 べ 物、 動 物 のイ ラ ス トな ど が 紹介 さ れ てい て 、 子ど も

たちが思わずワクワクするような入り方なのですね。  

  そ して 、次 の ペー ジ を開 ける と 日本 地 図で すね 。 日本 地 図と とも に

4 7 都道府県の名物等が、これもイラストを交えて紹介されており、こ

れも非常に３年生にとっても、あるいは４年生にとってもそうですが、
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非常に興味深く、楽しくワクワク入れるイメージかなと思いました。 

  その後に、開けてみると、今度はいよいよ３年生の知性の投入という

ことで、見開きで、いわば空から、上からふかんしたような絵図から入

って、同じ見開きの中、右側の方の平面地図に移行するような形で示さ

れていて、非常に分かりやすい入り方になっているなと思いました。  

  そして、あとは地図の決まりのページが続き、そして日本地図、日本

の各地方の地図と続いていって、その後、世界地図、世界の国々、大陸

ごとの地図、そして資料ページへとずっと展開されていきますが。今回

やはり大判になったということで大変すっきり見やすく、分かりやすい

地図帳になったなと思いました。  

  これに対して帝国書院の場合、基本的には入り方、構成は当初と同じ

なのですが、また今回一つ新たな工夫が入っているなと思いました。そ

れは、通常ならば、３年生用の平面地図のところが終わった後、地図の

決まりを扱うページがあり、その後、日本地図から日本の各地方の地図

というふうにつながっていったのですが、その間に１つ新しいページを

入れ込んだのですね。  

  それが広く見渡す地図ということで、要は日本の各地方の地図なので

すが、今までの地図にはない非常に情報を抑えた、すっきりとした見や

すいページが続くのですね。それを見ると、やはり３年生・４年生にと

っては非常に日本地図、各地方の地図への導入として大変いいなと私は

思いました。 

  その後、また日本地図、各地方の地図と展開していくのですが、今回

新たな工夫でいいなと思ったのは、例えば関西のところの扱いですね。

大阪のあたり、あるいは京都とか奈良とか、いわば関西の中心地、拡大

の地図を示して、そこに更に江戸との結びつきという絵図を入れ込んで

いるのですね。これが非常に今と昔をつなげていくという、そういった

点で非常にいい構成になっているなと思いました。  

  それから、首都東京のところのページについても、今までの拡大版も

とてもよかったのですが、そこに、ちょうど大阪のところと一緒ですが、

新たに江戸時代との結びつきというところで絵図の資料をいろいろ入れ

込んで、これまた今と昔をつなげて、いろいろと考えていくことができ

る、そんな工夫がなされていると思いました。  

  そんなふうに今回新たな工夫が入れ込まれているということと、あと、
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もう一つ、全体的に読むと、初めから終わりまで、「地図マスターへの

道に挑戦」というコラムというか、小さな囲みがあるのですが、これが

あちこちに出てきていて、クイズ形式というか、クイズ風に楽しみなが

らやっていけるのですが、それが最後の方のページに、すごろくのよう

な形で全部埋められるようになっていて、いわば地図帳で楽しみながら

学び、そして、すごろくの図に出来上がるみたいな形で、これも１つ面

白い、いい試み、工夫かなと思った次第です。  

  そんなところで、デジタルコンテンツの豊富さも含めて活用しやすい

地図になっているなということから、今回もまた帝国書院を推したいと

思います。以上です。  

教育長  ありがとうございます。ほか、いかがでしょうか。  

對馬委員  私も地 図帳 を見 るの が も とも と好 きな の で 、と ても 楽し く 拝

見し ま し た。 ど ち らの 会 社 も非 常 に 楽し い 地 図帳 だ っ たな と 思 いま す

が、 帝 国 書院 の 方 です か ね 、３ 年 生 から ６ 年 生ま で の 学び の 流 れが す

ごく よ く 分か っ て 、何 を こ こで 学 ば せた い の かが 非 常 によ く 分 かる 。

詳し い こ とは 今 、 久保 田 委 員が お っ しゃ っ た とお り だ と思 う の です け

れど も 、 歴史 の と ころ の 地 図な ん か もす ご く 面白 く て 、私 は 興 味を 持

って 読 ま せて い た だき ま し た。 で す ので 、 私 も帝 国 書 院の 地 図 がい い

かなと思います。  

教育長  ほか、いかがでしょうか。  

伊井委員  付け加 えて、 私も 歴史 の 江 戸時 代の 結び つ きとい うと ころ で、

そう い う ペー ジ が あっ た の は、 と て も分 か り やす い な 、ま た 、 社会 の

教科 と も つな が る 部分 が あ るな と 感 じて お り ます 。 「 地図 マ ス ター 」

につ い て も、 そ れ から 東 書 の方 に も 「ホ ッ プ ・ス テ ッ プ・ マ ッ プで ジ

ャン プ 」 とい う こ とで 、 ク イズ 形 式 で楽 し み なが ら 地 図を 学 ぶ 工夫 が

なされています。  

  地図 上に 、 石 川県 のカ ニ と福 井 県の カニ は 言い 方 が違 う こ と など 、

とて も 楽 しい な と 思っ て 、 對馬 さ ん のよ う に 私も 地 図 がこ ん な に楽 し

いも の と いう こ と で、 大 分 地図 に 時 間を 割 い て楽 し ま せて い た だき ま

した。 

  自然災害に関する資料は、東京書籍さんはとても写真が多く載ってお

りまして、また日本の川や世界の川、日本の湖、世界の湖などは大変分

かりやすい表記になっています。日本の歴史の年表が世界との関わりと
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いう視点で書かれていて、これはとても勉強になると感じております。 

  先ほど久保田委員の方から、すごく詳細にご説明いただきましたけれ

ども、デジタルコンテンツなども、やはり地図という面で、江戸時代の

結びつきのところでは、関ケ原の戦いのふかん図みたいなのも出ていた

り、下の方には「浮世絵に見る江戸時代」、「東海道の旅」、歌川広重

の絵なども出ていて、とてもすてきだなと思いました。  

  帝国書院さんの地図は、１ページ、１ページの色合いが、日本という

のは、山岳地帯があったり、平地があったりという、そこの色分けが上

手というか、分かりやすいなというのを感じます。杉並区では、小笠原

に中学生が行っておりますが、特に先ほどお話しした「東京都とそのま

わりの地図」というところの伊豆諸島、小笠原諸島の遠さ加減というか、

こんなに距離があるのだという距離感としても、とても分かるような表

記になっていて、帝国書院を引き続き使わせていただいたらいいかなと

感じました。以上です。  

教育長  ありがとうございました。ほか、いかがですか。  

折井委員  私は逆 に、 情報 が羅 列 さ れて いる 感じ で 、 地図 帳は あま り 好

きで は な かっ た の です が 、 本当 に 楽 しく 拝 見 させ て い ただ い て 、特 に

帝国 書 院 さん の 過 去の も の と現 在 と のリ ン ク とい う の でし ょ う か、 そ

うい う と ころ を 見 ると 、 本 当に 、 歴 史と い う もの を ど うい う ふ うに 捉

えて ほ し いか と い うと こ ろ の編 集 方 針と い う ので し ょ うか ね 、 その 思

いが伝わってくるかなと思いました。  

  1 0 年ぐらい前になるかと思うのですけれども、「仁」というドラマ

がご ざ い まし て 、 江戸 時 代 にタ イ ム リー プ し たお 医 者 さん の お 話で 、

最後 の エ ンデ ィ ン グの と こ ろが 、 江 戸時 代 の 例え ば 神 田の 辺 り の写 真

が白 黒 で 出た 後 に 現在 が 映 るの で す ね。 そ れ を思 い 出 しま し た 。そ れ

を映 し て いる 意 図 、歴 史 は 、過 去 の 私た ち と は全 く 関 係な い こ とと 思

い が ち な と こ ろ を 、 そ う で は な く て 、 そ の 時 代 、 そ の 時 代 に 生 き た

人々 の 記 録で 、 そ れが ず っ とつ な が って き て 今に な る とい う 、 その 思

いが すご く 伝わ っ てき て、 地 図帳 楽 しい かも と 本当 に 今回 思い ま した 。

帝国 書 院 も東 京 書 籍も 本 当 に選 ぶ の が難 し い ので す け れど も 、 そう い

った 点 か ら、 ほ か の委 員 の お話 に も 影響 さ れ まし て 、 帝国 書 院 で今 回

もいいのではないかなと思います。  

教育長  ほか 、よ ろし いで すか 。 皆 さん 、帝 国と い う こと で、 地図 に つ
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きましては、帝国書院と決定してよろしいでしょうか。  

（「はい」の声）  

教育長  それでは、地図につきましては帝国書院と決定をいたします。  

  続けて、算数に移ります。では、算数は私から言っていいですかね。

算数という教科、新しい学習指導要領の趣旨から考えれば、算数の問題

が解ければいいというわけではなくて、算数の問題にどう子どもが関わ

って、どういう思考を駆使して解決に至るかという、まさにどう物事を

考えていくかを学ぶ教科なのだろうなと思っています。まさにこれが学

習指導要領で言っている主体的・対話的な深い学びであり、そのために

は、問題解決の過程が明確で、そして分かりやすいということが非常に

大切な教科書の要素ではないかと私は考えています。  

  そういう視点で見た時に、私は東京書籍・教育出版、この２つがいい

なと思いました。まず東京書籍ですが、問題解決の流れが非常に丁寧で

明確に作られている。これは全ての学年、全ての単元において、そのよ

うな教科書のつくりになっているというのは大変すばらしいなと思いま

す。 

  それから東京書籍は、１年生が大判なのですね。あと、大日本と啓林

も確か大判だったのですが、大判の教科書は、先生たちに聞いたら、教

科書を開いて作業をするのが非常にやりやすい。書き込んだり、あるい

はブロックを並べたり、いろいろな１年生の作業活動があるのですけど、

非常にそれがやりやすいという先生たちの意見もありました。というこ

とで、東京書籍を私は候補の一つとして挙げました。 

  もう一つ、教育出版なのですけど、教育出版の１年生は大判ではなく、

全学年同じ大きさなのですが、教育出版の教科書は、一言で言うと、非

常に子どもたちにしっかり物事を考えさせる教科書になっているなと思

っています。先ほど冒頭で算数の大事なことを私なりに話をしたのです

が、物事を考える時には、例えば複雑なものは分けて考えていくとか、

あるいは、今までの学習から予想して、こうではないのかと仮説を立て

てみるとか、今自分が結論を出したことが本当にほかの場面でも言える

のか、いつでも言えるのかとか、物事を考える考え方というのがあるは

ずなのですね。  

  実は今言ったようなことが教育出版の教科書は、「算数で伝えたい見

方・考え方コーナー」というのが教科書の中にあって、いわゆる、どの
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ように算数の問題を考えていくか、ひいては、算数の問題から進んで、

世の中の問題をどう考えていくかというところまで広がるような、そう

いったつくりになっている。だから、子どもたちにしっかり考えさせる

教科書になっているというのは、そういった意味です。  

  また、３年生の小数と分数、どちらから先に導入するかというのは、

いろいろな考え方があるのですが、教育出版は分数からの導入なのです

ね。あと啓林もそうなのですけど、それ以外は小数からの導入。小数は

十進位取り記数法に基づいた数ですから、もちろん十進位取りという点

では系統的になっているのですけど、数の発生は分数から発生している

し、それから今２年生で分数の学習をしていることを考えると、３年生

の分数導入というのが、これはいいなと私は思っています。  

  もちろん２年生でやる分数と３年生でやる分数では意味が違うので、

一概には、一つではないけど、２年生の分数の表記という、２分の１と

か４分の１という表記を習っていることを考えると、３年生は分数から

入るというのも１一つのいい手だなと。そういうふうに採っているのが

教育出版であると。つまり物事をしっかり考えさせるという点で東書・

教育出版と、この二つを私はいいなと思っていますが、今、自分で話し

ながら思うのは、教育出版の方がやや優勢かなと思っております。  

  ほかに、いかがでしょうか。  

折井委員  私は数 学・ 算数 は苦 手 な ので 、苦 手な 人 か らの 視点 とい う こ

とに な っ てし ま う かと 思 う ので す け れど も 、 啓林 館 は 、私 が 所 属し て

いる 教 育 学部 の 数 学科 の 先 生が 、 数 学 は 面 白 いの だ よ 、算 数 は 面白 い

のだ よ と いう 、 そ の楽 し さ だと か 、 数学 的 な セン ス の よう な も のを 伝

えた い の かな と い う教 科 書 に感 じ て 、そ の 点 で、 で き る子 に は 楽し い

けれ ど も 、理 解 が なか な か 進ま な い 子に と っ ては ち ょ っと 難 し いの か

なと 。 習 熟度 別 の 高い レ ベ ル向 け な のか な と 思っ た の です が 、 どう し

ても 公 立 です の で 、全 員 が 同じ 教 科 書を 使 う とい う 点 で、 ち ょ っと 啓

林館は難しいのかなと思いました。  

  私は 東書 が い いな と思 っ てい ま して 、ス タ ート ブ ック は、 や はり 算

数と の 出 合い と し て１ 年 生 が入 り や すい 工 夫 がさ れ て いる と 思 いま し

た。 ま た 説明 が と ても 丁 寧 なの で す よね 。 た くさ ん 書 いて あ っ て、 し

っか り と 理解 が で きる 教 科 書だ な と 思い ま し た。 一 方 で、 教 育 長が お

話し さ れ たよ う に 、授 業 で 使う 時 は 少し 説 明 が多 い の かな と い う印 象
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も持ちました。  

伊井委員  調 査委 員会 の方 とお 話 を させ てい ただ い た 時に 、ま ずデ ジ タ

ルコ ンテ ン ツは 、 結構 どこ の 会社 も いい なと 思 って 、 教育 出版 さ んや 、

それ か ら 東京 書 籍 さん 、 い いな と 思 って い ま す。 先 生 方 の 方 か らは 立

体と し て 捉え た り 、実 際 に 作る の が 分か り や すい 子 も いる の で 、巻 末

につ い て いる 付 録 とデ ジ タ ルコ ン テ ンツ を 両 方使 い こ なし て い くと い

うお話もありました。  

  それ から 、 今 回、 教育 出 版さ ん の教 科書 を 拝見 し た 時 に、 数 直線 で

表す 表 記 がす ご く 多い な と いう こ と に着 目 し てし ま っ て、 こ れ も調 査

委員 会 の 方で 伺 っ たら 、 数 直線 は 教 育出 版 の 特徴 で 、 様々 な 項 目に 数

直線 を 使 用し て の 考え 方 が 基本 と な って い て 、大 切 な 捉え 方 と なっ て

います、というお話がございました。  

  それで、どこから数直線を使っているのかなと思って、１年生からず

っと見ていたのですけれども、１年生の初めのページに「いろいろなこ

とが算数とつながるよ」と書いてあって、これは導入としてとてもいい

なと思いました。アサガオの種を数えたり、これはすごく生活科につな

がっていると思うのですけど、そんな表記もあって楽しいなと思いまし

た。 

  ２年（下）の「学びの手引き」のところで、数直線とは書いていない

のですけど、数の線の仕組みとして基本的な考え方が記載されています。  

３年（上）は「１万より大きい数」、「入場券は何枚かな」という、

この導入がすごくよくて、分かりやすくなっているなと思います。  

  ４年生の（上）の「いろいろな数を調べよう」。「神奈川県のいろい

ろ な数 」 と いう こ と で 、 「 消 防署 の 数 」 、 「 シ ュー マ イ の消 費 額 」、

「大根の収穫量」、これなんかもすごく生活に密着していていいなと思

います。 

  子どもたちにとっては、問題の内容が大変身近な内容からスタートし

ていて、小学校生活の中にあるもの、それから、身近な日常の生活の中

にあるものにアクセスしていて、とてもいいなと思います。例えば「算

数を使って考える」にある、ハンバーガーショップで 5 0円券と 1 0％引

き券、どちらを使うか考えるなんていうのも、実際に日常の生活に生き

て、私はどうしようかなと思っていつも 5 0 円券を使ってしまうほうな

のですけど、そういうことも、こういうものから多分計算の仕方が慣れ



 

 24 

っこになっていればアプローチできるのかなと感じました。  

  今回、教育出版さんの「いつも大切にしたい算数の考え方」、「順序

よく考える」、「似た問題と比べる」、「わけをはっきりさせる」。こ

こですね、「わけをはっきりさせる」というのが、自分がどれだけ今ま

でやってきたかなということをとても反省させられました。あと「ほか

の場合も考える」。一つの問題に対して軸になる考え方があって、そこ

にキャラクターの子たちが、こういう考え方もあるよ、こんなふうに次

は考えたらどうかなとヒントを出し、それを一つ一つ解いていって、解

に向かっていくという流れがとても確立されているなと思いました。  

  区民アンケートの中に次のような記載がありまして、先日、息子に算

数を教えた時に、教育出版さんの教科書ですね、巻末の「学びのマップ」

が非常に役立ちました。お母様が教える時にとても役立った。それから、

先ほど私もお話ししたのですが、算数が実生活とつながっていると分か

る教科書だと思う。「どんな学習が始まるかな」で始まり、「算数ワー

ド」で終わる構成になっているのがとてもよい。そんなような区民アン

ケートもございましたので、私も教育出版がいいなと思います。以上で

す。 

教育長  ありがとうございました。ほかに、いかがですか。  

久保田委員  先ほ ど折 井委 員が おっ しゃ った よう に、 私も 東書 の教 科 書

が分 か り やす い と いう か 、 自分 が 担 任だ っ た ら教 え や すい な と いう 印

象を 持 ち まし た 。 でも 、 伊 井委 員 の 話を 聞 き なが ら 、 一方 で 、 ひょ っ

とし た ら 数学 的 な 考え 方 を 身に つ け てい く 、 深め さ せ てい く と いう こ

とで い う と、 担 任 の方 で パ ター ン 化 に陥 っ て しま う の では な い か、 そ

んな恐れも今、感じたところです。  

  とい うこ と で 、改 めて 私 がい つ も思 って い る、 算 数と いう 教 科の 中

で各 学 年 つま ず き やす い と ころ が あ って 、 私 の経 験 上 、５ 年 生 の割 合

の単 元 が 非常 に 難 しか っ た なと い う こと が あ りま す の で、 割 合 の単 元

のことで少しお話ししたいと思います。  

  ５年生の教科書、割合の単元のところで、まとめとして、割合は「比

べられる量÷元にする量」としているのが、昔からずっと言われてきて

いるパターンですが、それが２社なのですね。これが東京書籍と学校図

書ですね。 

  それから、似ているのですが、割合は「比べる量÷元にする量」とい
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うのが３社あります。これが日文・大日本・啓林館なのですね。一体、

比べられる量と比べる量、どこが違うのか、同じなのか、いつも議論に

なるのですが、それについて私はどうこう今、結論は言えないのですが、

ただ、大方昔から比べられる量とか比べる量、これをキーワードとして

ずっと使ってきています。  

  それに対して、１社だけ違うまとめを使っているのが教育出版です。

割合は「比較量÷基準量」と、１社だけが非常に５年生にとっては難し

い言葉で出てきているのですね。というのも、よく調べてみると、学習

指導要領の中の記述としては「割合は比較量÷基準量である」とはっき

り書かれているのです。明記されているのです。ということは、これが

一番の大事なキーワードであり、この割合の単元では、これを基にどう

子どもたちに考えさせていくかというところがポイントなのかなと思う

のですね。 

  そこで、先ほど伊井委員が線分図の話をしましたが、５年生の割合の

単元に限らず、線分図をあちこちで使いながら、この割合の単元におい

ても、比較量と基準量をしっかりと押さえて、５年生の子どもたちに、

どう考えるのか、その考え方を身につけさせていくというところで、か

なり教育出版の教科書では力を入れているところなのかな、そんなふう

に思った次第です。  

  いわば、丁寧に考えることとか、学びの過程ですね、考える過程、学

習過程、それを大事にしていこうというのが教育出版の教科書のつくり

になっているのかなと今回改めて思いました。  

  そして最後、付け足しです。伊井委員の方で「学びのマップ」の話を

してくださいましたが、私も、巻末の方のページで、あるいは単元の終

わ りの 方 で 、「 算 数 を使 っ て 考え よ う 」と い う ペー ジ と か、 あ る いは

「広がる算数」というところ、これは教育出版らしいところかなと思っ

たのですね。例えば「算数を使って考えよう」では、様々な問題を通し

て考えさせます。もう一つの「広がる算数」の方では、生活と密接につ

ながった問題を考えさせるといったところから、まさに数学的な見方・

考え方を働かせて考えていくというような形になっています。その辺も

いいところかなと思いました。  

  結論として、教育出版でよいと思います。  

教育長  ほかにいかがですか。 
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對馬委員  一言だ け 。 私、 割と 言 葉 に敏 感な ほう か と 思い ます 。 日 本 語

の数 え 方 は非 常 に 難し い で すよ ね 。 鉛筆 は 、 １は １ 本 （ぽ ん ） で、 ２

は２ 本 （ ほん ） で 、３ に な ると ３ 本 （ぼ ん ） にな っ て 、４ に な ると ま

た４本（ほん）になる。  

  本を 数え る 時 は、 本で は なく て １冊 ・２ 冊 と数 え ると か、 非 常に 難

しい の で すけ れ ど も、 実 は 教育 出 版 の教 科 書 の１ 年 生 の巻 末 に 「も の

の数 え 方 」と い う 一覧 表 が 載っ て い まし て 、 いろ い ろ なも の が 出て き

て、 そ れ をど う 数 えて い く か、 １ の 場合 ・ ２ の場 合 ・ ３の 場 合 ・４ の

場合と大きな一覧表が載っています。  

  杉並にも今、日本国籍ではないお子さんがたくさんいらっしゃって、

非常に言語を学ぶ上でも難しい、日本語の数え方は本当に難しい。日本

人であっても、小さい子どもは、小さい子どもでなくても、最近全部個

で、何個、全部それで片づけるという話もよく聞きますが。なので、こ

れは非常に私は大事なことをここに載せてくれていてありがたいなと思

いました。一言ですが。今のは教育出版の教科書でした。  

教育長  あり がと うご ざい ま し た 。 話題 は東 書と 教 育 出版 があ りま す け

ど、 教 育 出版 の 方 がた く さ んご 意 見 が出 た か なと 。 折 井委 員 は どう で

すかね。 

折井委員  お話を 伺っ てい ると 、 す ごく 順序 立て て 、 しっ かり 説明 を し

てく れ て いる の が 東書 。 教 育出 版 は 、説 明 を しっ か り して い る のだ け

れど も 考 えさ せ る とい う こ と、 数 学 的な 考 え 方を し っ かり 小 学 校の 時

に身 に つ けて ほ し いと い う こと で 、 いろ い ろ と工 夫 を して い る とい う

ところで、今回も教育出版でよろしいのかなと思います。  

教育長  それでは、算数は教育出版ということでよろしいでしょうか。  

（「はい」の声）  

教育長  それでは、算数につきましては教育出版と決定をいたします。  

  引き続き、理科に参ります。ご意見のある方は、お願いいたします。  

折井委員  理科は 、東 京書 籍・ 大 日 本図 書・ 学校 図 書 ・教 育出 版・ 啓 林

館の ５ 社 から 選 ぶ こと に な りま す 。 信州 教 育 出版 社 は 見本 本 が ない の

で、今回は対象とできません。  

  各社 非常 に 似 たつ くり で ある と 感じ まし た 。学 ぶ 対象 につ い て、 自

分の 生 活 との 関 り の中 で 、 自分 で ま ず考 え を 持っ て 、 問 い を 立 てて 、

その 上 で 実験 を し て、 そ れ を踏 ま え て知 識 も 身に つ け ると い う こと が
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大切 だ と いう 編 集 の方 針 が すご く 明 確に 打 ち 出さ れ て いる な と 感じ ま

した。 

  その時に、初めに「考えてみよう」という場面が必ず各社あって、そ

の後、問題をつかんだ上で予想を立てて実験をするという流れになって

いくのですけれども、２つのパターンがあって、結果のページですね。

自分で考えてみよう、予測も立てようで、そのまま結果も同じページに

載っている教科書と、そうではなくて次のページにあるという教科書で

分かれました。私は子ども側の実験に対するワクワク感だとか、しっか

りやろうという、しっかり結果を観察しようという気持ちだとか、実験

に真剣に取り組むところだとか、そういったことを考えると、やはり結

果のページは次のページにあって、同じ見開きのところにない教科書が

いいかなと思いました。  

  そうすると、大日本図書と啓林館に絞られるのではないかなと思いま

した。この点については、教科書調査委員会でも質問したのですけれど

も、やはり同じページにないほうが授業はやりやすいというお話でした

ので、この２社がいいかなと思いました。  

教育長  ほかに、いかがですか。  

伊井委員  私も折 井委 員と 同様 に 啓 林館 と大 日本 図 書 さん に注 目し ま し

た。 と い うの は 、 啓林 館 さ んの 教 科 書は 、 ３ 年・ ４ 年 ・５ 年 ・ ６年 な

ので す け れど も 、 どの 学 年 も教 科 書 を開 い た 最初 の 写 真が す ご く効 果

的に 配 慮 され て い て 、 写 真 その も の も美 し い ので す け ど、 写 真 に付 さ

れて いる 文 言が 、 ３年 生は 「 あっ ！ ナナ ホシ テ ント ウ の も よう っ て… 」

とな っ て いる の で すね 。 ４ 年生 は 「 おっ ？ シ ャボ ン 玉 の ま く が ！」 、

５年 生 は 「え っ ？ 空中 に う かぶ 電 球 ！」 、 本 当に 浮 か んで い る 写真 な

ので す よ 。６ 年 生 は「 え っ ！野 生 の コウ ノ ト リが 日 本 にい な く なっ た

こと が あ るっ て 本 当？ 」 。 どう し て い な く な った の だ ろう と か 、い な

くな っ た 時期 が あ ると い う こと の 追 究の と こ ろは 、 な かな か 面 白い 表

記になっているのです。 

  啓林 館さ ん は 、 こ のよ う に理 科 の楽 しみ 方 が、 ち ょっ とま た 角度 が

違っ て 面 白い か な 、少 し 観 点が 違 う とこ ろ に 言及 し て いる か な とい う

とこ ろが 興 味深 い なと 思い ま した 。 「地 球の た めに ・ 未来 のた め に」 、

「 S D G s 」と、それから 「 S T E A M 教育」にも触れていて、とても興味深

いのは、杉並区でも今年S T E A M教育に取り組み始めるという学校もある
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ようなお話を伺っているので、大変期待感を持っています。  

  これは啓林館さんの話ですけど、巻末に「オッターの資料室」という

ことでいろいろなことが資料としてまとめてあったり、書くという点で

は記録カードの書き方や、それから、観察カードの書き方なども詳細に

書かれています。  

  写真も豊富で分かりやすく、応用的な学びを提案されていて、広がり

があって面白いと思うのですが、そういう意味では緩急の効いている教

科書だなと思うのですが、１点、調査委員会からの記録、各校からいろ

いろな意見として、小学校の各校、１校１校から先生方が分析したり、

研究したものを拝見したのですけど、その中に、実験の順番が啓林館さ

んのものは少し心配と書いていらっしゃる方が何校かありまして、それ

はなぜかと言うと、水溶液の実験が、暖かい時期にやることになるので

はないかというご心配と、それから３学期に電磁気と発電機ですね、そ

れから自走の実験、てこの実験など連続で単元があるのがきついのでは

ないかということを心配していらっしゃる先生がいらっしゃいました。  

先生方は、こういった全体の流れを考慮されているのですけれども、

１点、算数の進み具合と並列して考えると、大日本さんの方がやりやす

いのかも、授業を進めやすいのかもしれないなと感じております。  

大日本さんの方は、問題解決型の学習の進め方になっていますので、

問題予想・計画・実験・結果・考察・結論、問題を見つけて次の問題、

そして、またそれを予想していくという形で進められており、先ほども

お伝えしたように、写真や図が豊富であって、特に実験の時の写真が多

く、道具の使い方とかも詳細に記載されています。  

それから単元が、結局さっきのお話なのですけれども、適切に配置さ

れていて、分かりやすくなっている。あと、教科書がほかの会社よりも

Ａ４判で大きいのが少々気になるのですけれども、そのことによって、

単元の始まりが２ページの見開きになっていて分かりやすいというよさ

はあります。 

それから、単元の最後に学習内容の振り返りがあって、学んだことを

生かすことができる、次につなげることができるなと思っています。  

それから「りかのたまてばこ」、「S c i e n c e  W O R L D 」などが大変有

効で、発展的教材の資料が豊富ということが使いやすい教科書につなが

るのではないかなと思います。  
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区民アンケートの中にも、こちらの教科書、大日本さんの教科書です

が、こちらの教科書は一番伝えたいこと、気付いてほしいことは明確な

デザインになっていると思いました。とても目に留まりやすい、ストレ

スなく読むことができると感じましたというアンケートのお話もござい

ました。 

啓林館さんにもとても引かれるところですけれども、引き続き大日本

図書さんのを使わせていただくのでどうかなと私は思いました。以上で

す。 

教育長  ほか、いかがですか。  

對馬委員  私も最 初 折 井委 員が お っ しゃ った よう に 、 結果 が実 験の 手 順

と同 じ ペ ージ で は なく て 、 やは り 違 うペ ー ジ にあ る ほ うが 使 い やす い

よう な 、 子ど も と して も 、 そっ ち の 方が ワ ク ワク し て 学べ る よ うな 気

がい た し まし て 、 そう な っ て 今 、 絞 った ２ 社 の話 が 進 んで い る わけ で

すけ れ ど も、 そ う した 時 に 、大 日 本 図書 さ ん は、 導 入 がＱ Ｒ コ ード 動

画で 示 さ れて い る のも 非 常 に興 味 を 持て る と ころ だ な と思 い ま した 。

発展 資 料 も多 く て 、問 題 意 識も 持 ち やす い 形 にな っ て いる か な と思 い

ます。 

  もう一つ、自由研究のページが見開きで、これは啓林館さんの方にも

ありますけれども、大日本図書さんの方には、タブレットの使い方、イ

ンターネットの使い方について、ちゃんとお家の人に相談しなさいとか、

注意してねというのを赤枠に囲んで各学年に全部あるのですね。これは、

やはり大事な注意点なのかなと感じましたので、大日本図書がいいかな

と思います。 

久保田委員  今、 對馬 委員 から 導 入 の際 の二 次元 コ ー ドの 有効 的な 活 用

の話 が出 ま した が 、初 めの 部 分と 、 もう 一つ 、 終わ り の方 の部 分 でも 、

や は り い ろ い ろ な 工 夫 が あ っ た な と 私 も 思 い ま し た 。 伊 井 委 員 か ら

「りかのたまてばこ」とか「S c i e n c e  W O R L D」の話が出ましたが、私

が一 つ よ かっ た な と思 っ て いる の が 、理 科 の 学び に 役 立て よ う とい う

ところなのですね。  

  これ を各 学 年 でよ く見 て みる と 、そ れぞ れ の学 年 の理 科の 学 習、 学

び方 の 大 切な ポ イ ント と い うの が よ く分 か る よう に 整 理さ れ て いて 、

まと め ら れて い て 、な お か つ、 応 用 ・発 展 へ の手 が か りに な る ペー ジ

にな っ て おり ま し て、 こ れ が大 日 本 の一 つ の 特徴 と い うか 工 夫 点か な
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と思いました。大日本がいいかなと思います。  

教育長  今 、啓 林 館と 大日 本 と出 ま して けど 、 皆さ ん のご 意見 は 大日 本

がい い か なと い う こと だ っ たか と 思 いま す が 、よ ろ し いで す か 。そ れ

では 、理 科 につ き まし ては 大 日本 図 書に 決定 し てよ ろ しい でし ょ うか 。  

（「はい」の声）  

教育長  それでは 、理科 につ きま し ては大 日本 図書 と 決定を いた しま す 。  

  それでは、１時間半、 9 0 分ぐらいたちましたので、ここで一度休憩

にしたいと思いますが、よろしいですか。それでは、あの時計で 3 5 分

まで 1 0分程度休憩といたします。  

（休憩）  

教育長  それ では 、た だい まか ら 審 議を 再開 いた し ま す。 引き 続き 、 生

活科ですね、生活科についてご意見のある方はお願いいたします。  

伊井委員  生活は ６社 あり ます 。 使 用す るの は１ ・ ２ 年生 です 。教 科 書

の大 き さ は、 東 書 さん ・ 大 日本 さ ん ・教 育 出 版さ ん ・ 光村 図 書 さん が

Ａ４ 判 、 学校 図 書 さん ・ 啓 林館 さ ん は、 そ れ ぞれ 少 し ずつ 高 さ が低 く

なっ て い て持 ち や すい 利 点 はあ り ま す。 量 っ てみ ま し たが 、 重 さは ほ

ぼ同じでした。  

  生活 の教 科 書 を読 み、 内 容の 前 に印 象的 だ った の が、 教科 書 の中 で

使っ て い る言 葉 が とて も 穏 やか で 、 分か り や すく 、 親 しみ や す い。 吹

き出 しの 中 とか に も子 ども た ちに 呼 びか ける よ うな 言 葉が あり ま すが 、

とても優しく分かりやすいです。  

  また、各社キーワードになるようなフレーズを採用されていて、吹き

出しの中の言葉も大切に作られていて、優しく学びへとアプローチでき

る道筋となっているなと感じました。観点もとてもよくて、こちら が教

えられることが多々ありました。  

  例 えば 、開 い てす ぐ の 導 入の と ころ で すけ れど も 、大 日 本さ んは 、

「 みん な の こと を お しえ て 」 、「 た の しい よ 、 １ね ん せ い」 、 東 書、

「がっこうせいかつ  すたあと」、「はじめまして、きょうしつう、ど

んなところかな」、「はじめまして、ともだち、いっしょにあそぼう」、

学校図書、「なかよくなりたいね」、「じぶんでできるよ」、教育出版、

「わくわく、どきどき、はじめのいっぽ」、光村出版、「いちねんせい

がはじまるよ、さあとびだそう」、啓林館、「いくぞ！がっこうたんけ

んたい」。 
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  こういった題名もとても引かれるなと思ったのですけれども、光村図

書さんは、絵本作家のヨシタケシンスケさんのイラストが使われていて、

表 紙な ど の 装丁 が 柔 らか い 雰 囲気 を 出 して い ま す。 ま た ペー ジ の 中に

「こんなこともあるかもね」というコラムみたいなのがありまして、そ

こにも優しい言葉とイラストで、学校生活の日常場面が描かれています。 

  それから啓林館、初めの方に、「たくさんあそんだね」と入学前の楽

しかった思い出に触れるページがあって、そのあとに「がっこうもたの

しいよ」と導入しています。続いて「なかよくなりたいな」と緊張感を

ほぐし、「もっとがっこうをしりたいな」と丁寧に入っていっています。

それから、通学、遊ぶときの安全確保についてや、手洗い・うがいなど

にも早い時点で触れているのがいいと思いました。  

  教科書の大きさは、啓林館さんはそんなに大きくないほうですが、写

真の大きさ、配置、伝え方はとにかく上手だな、どんどん興味が湧いて

引き込まれていく形になっているなと感じました。  

  それから、今まで使っていたのは大日本図書ですけれども、初めの方

に、やはり通学中や遊ぶ時の安全を確保する方法が掲載されています。

それは啓林館同様、初めの方にあるのは、例えば「いかのおすし」とか

「おかしの」とかですね、これは杉並区でもセーフティ教室を実施して、

教えてもらっているので、大変身近な形なのかなと思いました。  

  それから、大日本図書には「たくさんの人に守られているね」という

ページに杉並区のキャラクターなみすけとナミーの止まれのマークの写

真が使われていますね。また上巻では秋の自然でビンゴゲームを作るペ

ージがありますが、杉並には自然観察のグループがありまして、実施し

ている学校もあるので大変身近かもしれません。それから大日本図書は、

まち探検の時に「町のキラリ」、まちのお店の方や働く方々を「町のキ

ラリさん」と呼んでいるのが、なんとすてきな呼び方で、キラリという

響きがすてきだなと感じました。  

  下巻の終わりに、葉っぱアートのリトさんの作品が載っていまして、

発達障害がありながらも活躍している方なので、ユニバーサルという意

味でも大変いいなと思いました。どの教科書も、まちを訪問する様子な

ど、また、そこへ向かう活動なども含めまして、本当に丁寧に作られて

いると感じています。  

  今回、ちょっと注目したのが東京書籍です。裏表紙のところに「保護
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者の皆様へ」といって、生活科の大切な視点だなと思うことが書いてあ

ります。「小さな気づきを大きな未来に」、その結びの保護者と学校が

手を携え、児童の学びを支えていく、その一助を担えればということが

書いてあります。とても感動いたしました。東京書籍はデジタルコンテ

ンツが多くて、情報も多いので、タブレットの扱いにも慣れてきたら、

１年生にとっても映像から入って使いやすいのではないかなと、ふと感

じました。 

  それから写真の使い方も、大日本図書さんも上手なのですけれども、

大判を生かした大きな写真でインパクトがあり、興味・関心を引きます。

植物の種から双葉、つぼみへと変化する様子をページの幅を少しずつ短

くしながら紹介するなど、見やすいです。また、春夏秋冬のまちの絵が

すばらしくて、全体が系統づけられていて学びやすいです。 

情報もほどよく大判のよさが生かされているのが、東京書籍、それか

ら大日本図書だなと思いました。どちらもそれぞれに特徴があって、全

体の学習の流れや進め方が分かりやすいのはどちらかなというところで

結論をまだ出せないでおりますが、今回は東書もいいなと、捨て難い感

じの思いです。  

  あと、東京書籍は、虫などの飼い方のところで、挿絵や図も分かりや

すいのですが、吹き出しで「どこがちがうのかな」と注目点を示唆して

たり、「かいかたがわからないときはどうしたらよいのかな」、という

問いに「ほんでしらべる」、「くわしいひとにきく」、「インターネッ

トでしらべる」と幾つもの方法を提案しているのがいいなと思いました。  

上巻では校庭の様子とか公園のふかん図のような絵があり、生活に密

着しています。それから下巻の方には、同様に校庭と、それから公園の

絵がまちの絵に移り変わっていて、また、その絵がすばらしいなと感じ

ました。春夏秋冬があることがよく伝わってきます。また、昔遊びを地

域の方と一緒に楽しんでいる写真が複数あり、杉並区でも幾つもの学校

が昔遊びの交流をしていると思われるので、大変身近であるなと思いま

した。 

以上、使いやすさの点、それから絵や図の配置、丁寧さ、写真のイン

パクト等で、大日本図書さんと東京書籍さんに私の中では絞りましたが、

どちらも捨て難いな、でも東書もいいなというところで感じております。  

教育長  ありがとうございました。ほか、いかがですか。  
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久保田委員  私も 大日 本と 東書 がい いな と思 いま した 。や はり 両社 と も

写真 の 見 せ方 が と ても う ま いの で す ね。 そ こ から 、 子 ども た ち が課 題

づく り と か、 あ る いは 活 動 のイ メ ー ジづ く り とか 、 そ うい っ た とこ ろ

につながっていくのかなと思いました。  

  その中で東書の場合は、やっぱりデジタルコンテンツが豊富であると

いうことが一つ優れているかなということと、関連して、コンピュータ

ーの使い方とかＩＴ社会を見据えた内容構成になっているなということ

も感じました。特に巻末の「かつどうべんりてちょう」というのがとて

も分かりやすいのですが、いろいろなものが紹介されていますが、その

中にコンピューターを使おうというのが１年の教科書にも２年の教科書

にも載っていて、生活科で見ても、１・２年生においても、タブレット

を使いこなしていく、使っていけるということが示されていて、これは

大変役に立つなと思いました。  

  ということで、強いて言うなら東書かなと思います。  

教育長  ありがとうございました。ほか、いかがですか。  

對馬委員  今 使っ てい る大 日本 図 書 もい いと 思い ま す し、 確か に皆 さ ん

のお っ し ゃる 東 書 も大 変 い いと 思 い ます 。 東 書は 特 に 計画 、 話 合い 、

発表 とか 流 れな ん かも 大変 分 かり や すく てい い と思 う ので すけ れ ども 、

指導 要 領 の変 わ っ てい な い タイ ミ ン グで 、 教 科書 採 択 で教 科 書 会社 を

替え る の は、 私 た ちも と て も勇 気 の 要る こ と だと は 思 うの で す ね。 た

だ、 生 活 科に 関 し まし て は 、教 科 書 調査 委 員 会の 先 生 方の お 話 を伺 っ

た時 に も 、国 語 や 算数 と 違 って 、 教 科書 に 沿 って 授 業 を進 め て いく と

いう よ り も、 い ろ いろ な 活 動の 参 考 にす る こ とが 多 い と伺 い ま した の

で、 そう い う意 味 では 、現 行 の教 科 書に こだ わ るこ と なく 、相 談 して 、

今回 は 東 書の 方 が いい か な とい う の であ れ ば 、そ れ に して も い いか な

という感じがいたします。  

折井委員  生活科 とい う授 業が 、 理 科だ とか 国語 だ と かよ りも 少し 授 業

の感 じ が 、現 場 で の様 子 が 少し イ メ ージ し づ らか っ た ので 、 教 科書 調

査委 員 会 のと こ ろ で質 問 し たの で す けれ ど も 、教 科 書 は引 き 出 す材 料

だと 伺 い まし た 。 対象 と の 出合 い が 大切 で 、 写真 や 観 察カ ー ド 、い ず

れも 大 切 であ る と いう こ と 。ま た 、 やは り 巻 末に ま と まっ て 注 意事 項

だと か 情 報が 載 っ てい る の も使 い や すい と い うと こ ろ で、 巻 末 が充 実

して い る のは 東 京 書籍 、 学 校図 書 の 巻末 の 「 まな び か たづ か ん 」、 光
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村図 書 の 巻末 資 料 編と か が よか っ た と思 う の です け ど 、引 き 出 す材 料

だと い う こと は 、 説明 が 全 部書 い て ある と 、 逆に 引 き 出せ な く なる わ

けで すよ ね 。な の で、 １年 生 の子 た ち か ら引 き 出す た めの 材料 と して 、

効果 的 な 写真 や イ ラス ト を 見て 、 そ れか ら 、 お互 い に 考え を 出 し合 っ

て、 深 め て、 探 検 に行 く な ら探 検 に 行く と い った よ う なと こ ろ の使 い

方を す る 、か つ 、 調べ る 時 の情 報 が 最後 に し っか り ま とま っ て 載っ て

いる と い う二 つ が 今回 一 番 満た さ れ てい る の は東 京 書 籍か な と 思い ま

す。 大 日 本図 書 も とて も い いの で す けれ ど も 、今 回 、 私の 中 で は東 京

書籍に軍配が上がります。  

教育長  皆 さん の ご意 見を 見 てみ る と、 東京 書 籍と い うご 意見 が 多い よ

うに 思 い ます が 、 生活 科 に つき ま し ては 東 京 書籍 と 決 定し て よ ろし い

でしょうか。 

（「はい」の声）  

教育長  それで は 、生活 科に つき ま しては 東京 書籍 と 決定を いた しま す 。  

  引き続き、音楽に移ります。音楽についてご意見のある方、お願いを

いたします。 

伊井委員  音楽に は２ 社ご ざい ま す 。教 育芸 術社 さ ん 、今 使っ てい る も

のが こ ち らで す 。 それ か ら 教育 出 版 。ど ち ら も古 い 曲 ・新 し い 曲が 取

り入 れ ら れて い る ので す け れど も 、 曲の 説 明 、難 し い 言葉 の 説 明は 、

教育 出 版 がと て も 丁寧 に さ れて い ま した 。 そ れか ら 、 オー ケ ス トラ の

写真 と か 鍵盤 ハ ー モニ カ の 弾き 方 の 説明 は 、 写真 が 大 きく て 、 指の 動

かし 方 と かも 詳 細 に載 っ て いる の で 、自 分 で も進 め ら れる 教 科 書な の

ではないかなと思います。  

  それ から 教 育 芸術 社は 、 「学 習 マッ プ」 と いう と ころ で、 そ の学 年

を見 通 す こと が で きて 、 「 学習 マ ッ プ」 と と もに 、 巻 末に あ る 「 ふ り

返り の ペ ージ 」 で は学 習 し たこ と が 整理 さ れ 分か り や すく 、 ま た、 次

の学年の学びにつなげるのにも効果的だと思われます。  

  二次元コードが二つの会社ともありますが、教育芸術社は二次元コー

ドが右ページの右上の位置に決まっていて、取り上げている曲をここか

ら聴くことができます。音源として聴くことができるので、子どもたち

が聴きそびれたところとか、あと音符の流れが分からなくなってしまっ

た時とかにも、とても振り返りがしやすい、復習がしやすいのではない

かなと感じました。  
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  鍵盤ハーモニカも、教育出版よりはページ数は少ないというか、ちょ

っと絵のところがあったりしますが、鍵盤ハーモニカ、リコーダー、ま

た、お琴の説明が写真つきで丁寧です。  

  それから楽曲に関してですけれども、児童の発達段階に応じた身近な

楽曲が多く、教材の数も多数載っています。配列も発達段階に応じて配

列されています。特に歌唱では、歌ですね、「歌声ルーム」というコー

ナーがあり、口の開け方、姿勢なども学ぶことができます。  

  こうしましょうという吹き出しのような説明書きのところや、活動の

目的を書いているところがあって、ちょっと文字が多いという調査委員

会からの意見もありますが、質問をした時に、逆にそれが自習する時に

は役立つ、児童が自分で学ぶ時にはそれが助けになるというお話もござ

いました。ということで、題材ごとの狙いが明確なので、それが積み重

なることで次の題材に生きていくと思います。  

  ２年生で輪唱、４年生で二部合唱、５年で部分的に三部合唱、６年で

三部合唱へと進み、中学校での混声合唱へとつなげています。高学年で

は変声期の歌い方の工夫も書かれていて、いいなと思いました。  

  それから写真や挿絵などは、それぞれの会社、大変工夫していらっし

ゃいます。日本の歌なので、教育出版は大きな写真を見開きで使ったり

して、とてもイメージがつかみやすいなというところもあります。 また、

これは教育芸術社の方ですが、行事にも触れて、ほかの教科への関連づ

けも行われているという点がございます。  

古い曲・新しい曲は、やや教育芸術社の方がバランスはいいのかな、

子どもたちが知っている曲が多いのかなという感じがいたしますので、

昔の曲を出す時も、日本の童歌とか、唱歌ですね、それを出す時も必ず

意味が載せてあるので、今の子どもたちにも大変親切だと思います。区

民アンケートの中に、意味は分からず自分は歌っていたけど、今はそう

いう説明があるからいいなというご意見もございました。  

ということで、教材のバランス、それから説明の丁寧さ、自分で自習

するという点から教育芸術社がいいのではと思います。  

教育長  ありがとうございました。ほかにいかがでしょうか。 

折井委員  私 も教 育芸 術社 がい い と 思い ます 。 デ ジ タ ルコ ンテ ンツ を 幾

つか 見 て きた の で すけ れ ど も、 子 ど もの 困 っ たを 助 け る工 夫 が ある な

と思 い ま した 。 例 えば リ コ ーダ ー 、 小学 生 は リコ ー ダ ーを 中 学 年か ら
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使い 始 め ます け れ ども 、 例 えば う ち の息 子 な んか は 卒 業式 の 時 に、 コ

ロナ 禍だ っ たの で 、合 唱が で きな い 代わ りに 学 年演 奏 をし たの で すね 。

その 時 リ コー ダ ー をた く さ んや っ た りと か 、 本当 に 小 学校 を 通 じて 使

うの です 。 その 時 に二 次元 コ ード を 読み 取る と 、例 え ば教 育出 版 だと 、

音を 出 し てい る 様 子を 、 人 が吹 い て いる 、 そ の姿 を 映 し出 し て いる 形

にな る の です け ど 、 指 先 が あま り 見 えな い の です ね 。 数秒 で 終 わっ て

しまうものになっています。 

  一方で 教育 芸 術社 の 方は 、吹 い ている 様子 は出 て いなく て、 ある 種 、

音し か 流 れな い の です ね 。 ただ 、 音 源再 生 の 下の と こ ろに 、 こ こを 押

さえ る よ とい う リ コー ダ ー の形 が 出 てい て 、 押さ え る と こ ろ が 黒く な

って い る みた い な 形で 、 指 をこ う す れば い い のだ と い うこ と が わか り

ます 。 子 ども が 、 この 音 は どう な の かと 適 当 に指 を 動 かす の で はな く

て、 分 か らな い 時 にき ち ん と役 に 立 つよ う な デジ タ ル コン テ ン ツに な

っているのは、とてもいいなと思いました。  

教育長  教育芸術社ですか。 

折井委員  教育芸術社がいいと思います。  

教育長  ありがとうございました。ほか、いかがですか。  

對馬委員  私も教 育芸 術社 の方 に は 著作 権に つい て の 記述 がご ざい ま し

た。 こ れ は、 や は り今 の 時 代特 に 大 変大 事 な こと だ と 思い ま す ので 、

私も教育芸術社の方に１票入れたいと思います。  

久保田委員  私は 教育 出版 の教 科書 を見 て、 写真 とか 見開 きペ ージ 、 折

り込 み ペ ージ の 使 い方 が と ても う ま くて 、 そ れを 見 る だけ で イ メー ジ

づくりとか、子どもたちの意欲につながるなと思いました。  

  もう 一つ 、 教 育芸 術社 の 方で は 、特 徴と し ては 、 やは り題 材 ごと に

１年 生 か ら６ 年 生 まで の 説 明が 細 か いと い う か丁 寧 と いう か 、 学習 の

ポイ ン ト が分 か る よう に 示 され て い るの で す ね。 こ れ が子 ど も たち に

とっ て 、 もち ろ ん よい こ と であ り ま すし 、 実 際教 え る 側か ら す ると 、

音楽 専 科 教員 だ け でな く 、 学級 担 任 が音 楽 の 授業 を や る 時 で も 大変 助

かる か な と思 い ま した 。 と いう こ と で、 教 育 芸術 社 で よい か な と思 い

ます。 

教育長  皆 様、 教 育芸 術社 と いう 名 前が 挙が っ てお り ます ので 、 音楽 に

つきましては教育芸術社と決定してよろしいでしょうか。  

（「はい」の声）  
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教育長  それで は 、音楽 につ きま し ては教 育芸 術社 と 決定を いた しま す 。  

  引き続き、図画工作に移ります。図画工作についてご意見のある方、

お願いをいたします。  

折井委員  図画工 作は 日本 文教 出 版 と開 隆堂 の２ 社 か ら選 ぶこ とに な り

ます 。 図 画工 作 と いう 科 目 の性 質 上 、教 科 書 を１ ペ ー ジず つ め くっ て

学習 を 進 めて い く よう な 形 では な い ので は な いか と い うこ と で 、教 科

書の 活 用 方法 ・ 利 用方 法 に つい て 、 教科 書 調 査委 員 会 に質 問 を いた し

まし た と ころ 、 教 科書 に は 対話 的 な 学習 を 期 待で き る よう な 児 童の 活

動の 様 子 が載 っ て いる こ と 、造 形 的 なよ さ を 味わ う こ とや イ ン スピ レ

ーシ ョ ン の基 と な るよ う な 、よ い 作 品例 が 載 って い る こと 、 そ れが バ

ランスよくあるといいねというお話がありました。  

  その 点で 、 ２ つの こと を バラ ン スよ く 扱 っ てく れ てい る日 本 文教 出

版の教科書が、やはりいいのではないかなと思いました。  

教育長  ほか、いかがですか。  

久保田委員  私は 開隆 堂の 教科 書 を 見た 時に 、子 ど も たち のア ップ の 写

真が と て も多 く て 、そ し て 、そ の 表 情が と て もい い の です ね 。 です か

ら、 子 ど もた ち の 活動 の 様 子と い う か表 情 、 写真 だ け 見る な ら ば絶 対

にこ ち ら かな と も 思っ た の です が 、 やは り 教 科書 な の で、 写 真 集で は

ない ので 、 子ど も の活 動の 様 子と 作 品と か、 あ るい は 学習 の流 れ とか 、

そう い っ た構 成 も 含め た バ ラン ス と いう の が 大事 に な って く る かな と

思いました。 

  その 点、 日 文 の方 は子 ど もた ち の活 動の 様 子と 作 品が バラ ン スよ く

載っ て い て、 構 成 され て い て、 や は りい い な と思 い ま した 。 更 に、 題

材ご と に 細か く 説 明と い う か、 丁 寧 にな さ れ てい て 、 それ も 子 ども た

ち、 あ る いは 教 師 にと っ て も大 変 役 立つ と こ ろか な と 思い ま し て、 や

はり日文でいいかなと思います。  

教育長  ほ か、 よ ろし いで す か。 私 も日 文に 、 先ほ ど 音楽 の 時 に 對馬 委

員が お っ しゃ っ た 著作 権 が 、こ こ も 書か れ て いて 、 ネ ット 上 の 写真 な

んか を 勝 手に 使 っ たり 、 紹 介し た り しな い と 。今 こ う いう こ と は、 し

っかり教えてあげないといけないことなのだろうなと思っています。  

  あと 、日 文 の ３・ ４年 生 だっ た かな 、 「 ひ らめ き の タ ネ」 と いう 見

開き の ペ ージ が あ って 、 い わゆ る ア イデ ア に 詰ま っ た 時と い う ので す

かね 、 発 想が う ま くい か な い 時 に ど うし た ら いい か 。 例え ば 、 いろ い
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ろ遠 く か ら眺 め て みま し ょ うと か 、 近く か ら 眺め て み まし ょ う とか 、

くっ つ け て考 え て みま し ょ う、 離 し て考 え て みま し ょ うと 。 煮 詰ま っ

てし ま っ た時 に 、 こう や っ たら い い と。 心 を リラ ッ ク スし ま し ょう な

んていうのもありましたけど、そういうのも面白いなと思いました。  

  ということで、日本文教出版で図工はよろしいでしょうか。  

伊井委員  一 つだ けエ ピソ ード を お 話し した いと 思 い ます 。 図 工の 時 間

は、 児 童 によ っ て も好 き 嫌 いが あ る かと 思 う ので す け れど も 、 夢中 に

なっ て 作 品に 取 り 組む い い 時間 な の では な い かな と 感 じま す 。 かつ 、

授業 だ け では 時 間 が足 り な くて 、 展 覧会 に 提 出す る 作 品を 完 成 させ る

ため に 、 昼休 み や 放課 後 に 図工 室 に やっ て く る子 ど も たち の 見 守り を

やったことがあるのです。  

  作る のが 遅 れ てし まっ た 理由 は それ ぞれ あ るの で しょ うが 、 自分 の

中の 完 成 とい う も のは 一 人 ひと り 違 うの で 、 その 熱 心 な 様 子 に は感 動

する ばか り だっ た ので すね 。 ほと ん どが 自主 的 に来 て いた 印象 で した 。

その 時 の 図工 の 先 生は 、 お 昼休 み に 来て い い よと お っ しゃ っ て いま し

たけ れ ど も、 図 工 が好 き 、 もの づ く りが 好 き とい う 気 持ち は 、 上手 だ

った り 、 器用 に こ なす と い う気 質 だ けに 支 え られ て い るわ け で はな い

のだなと感じました。  

  ほんの一か所うまくいかなくて、そこがうまくいったことがきっかけ

で表情が変わり、俄然やる気になった子がいたり、友達同士、相手の思

いも受け入れつつ、アドバイスし合ったり、どっちがいいとか聞き合う

姿もほほ笑ましいなと思います。その結果、出来上がるものが似ている

こともあるかもしれませんが、それもいい意味でのやり取りの結果と私

は見ていました。  

  何色で塗るのか、どう塗るのか、何を使って、そこをどうするのか、

決めるのは結局自分ですね。そんな中で日本文教出版の教科書は本物が

たくさん配置されていて、それが随所の、どんなページにもあったりし

ます。また、下巻の巻末にミニアートカードもありますし、もっと大き

い写真で、全国の美術館だけでなく、海外の美術館にあるアート作品も

多数紹介されていますので、子どもたちが本物に触れるという意味でも

よい機会なのかなと思いました。以上です。ということで、日本文教出

版がいいと思います。  

教育長  それ では 、図 画工 作に つ き まし ては 日本 文 教 出版 と決 定を い た
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します。  

  続き まし て 、 家庭 科に 移 りま す 。家 庭科 に つい て 、い かが で しょ う

か。お願いします。  

對馬委員  家 庭科 は 東 京書 籍と 開 隆 堂の ２社 ござ い ま した 。ど ちら も 写

真が 豊 富 で、 非 常 に見 て い ても 楽 し い教 科 書 でし た 。 東京 書 籍 の方 に

は、 例 え ば玉 止 め のと こ ろ 、成 功 例 も失 敗 例 もつ い て いて 、 こ れも 大

変参 考 に なる と 思 いま し た 。そ れ か ら、 両 社 とも 今 ま での も の に比 べ

ると 、 デ ジタ ル コ ンテ ン ツ も含 め 、 左利 き へ の対 応 と いう の が すご く

丁寧にできていて、これは本当にありがたい。  

  先ほ ど書 写 の とこ ろで も 出た か と思 いま す が、 う ちの 娘も １ 人左 利

きの 子 が いま し て 、た ま た ま彼 女 は 高学 年 で 持っ て く ださ っ た 図工 の

先生 が 左 利き だ っ たの で 、 その 授 業 だけ は 大 変よ く 分 かっ た け ど、 ほ

かは 、 先 生が こ う やる の だ よと 見 せ てく れ て も全 然 分 から な く て非 常

に苦 労 し たと い う こと を 今 でも 言 っ てい ま す 。デ ジ タ ルコ ン テ ンツ な

どに よ っ て、 先 生 が右 利 き ・左 利 き にか か わ らず 、 子 ども に は とて も

参考になってありがたいなと感じました。  

  どちらもキャリアインタビューなども載っていて、将来のキャリア教

育にもつながるところも多くございました。今の時代、デジタルコンテ

ンツを私たち大人も日常的に使うことで、かなり料理とかを見る人は多

いと思うのですね。お裁縫なども、私もそういうのを見たりすることも

あるのですけれども、非常に多いと思う中で、家庭科の教科書はどうい

うのがいいのだろうと思いながら見ていったのですけど、例えば開隆堂

さんの教科書だと、単元名のところに「なぜ針と糸で縫うのだろう」、

「なぜ調理をするのだろう」、私も何で調理するのだろうと思ったりし

て、更には、「なぜ衣服を着るのだろう」というのがあって、そうか、

そこから考えるのかと。この教科書は、こういったことを改めてちゃん

と考えるように作られているのだなと。  

  最後の方に、開隆堂さんの教科書で「時間をどのように使っているだ

ろう」と書いてあって、そこに生活時間をマネジメントしていこうと、

時間をマネジメントするという言葉がちゃんと出てきていまして、６年

生には、もしかしたら難しいかもしれませんが、やはりそれは大人にな

ってからもとても大事なこと、自分で時間をマネジメントする。その先、

例えば仕事をマネジメントする、いろいろな意味で優先順位をつけたり
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するのはとても大事だと思うのですけど、それがその言葉で出てきてい

ました。非常にいいなと思います。  

  それから調理実習のところで、実は開隆堂の教科書の中に野菜や芋の

ゆで方というのが４つに分かれてあって、根菜と葉の野菜があって、水

からゆでる、お湯からゆでる、その途中でもいいよというのが、図と表

の合いの子みたいなのが出ているのですけれども、調理をする時にこれ

はとても大事だな、いい参考になるなと思いました。  

  そして開隆堂さん、最後に４ページを使って持続可能な社会のために

ということで、しっかりとそれが書かれています。杉並の子どもたちに

とって持続可能な社会というのは１つの大きな課題というか、考えてい

ってほしいことだと思いますので、私は、東京書籍さんの方も非常にい

いのですけれども、やはり開隆堂さんの方がいいかなと思います。  

久保田委員  私も 東書 の教 科書 、 そ して 開隆 堂の 教 科 書、 両方 とも 本 当

によ く で きて い る なと 思 い まし た 。 先ほ ど 對 馬委 員 が おっ し ゃ った よ

うに 、 左 利き の 児 童へ の 対 応と い う のも き ち っと な さ れて い ま すし 、

本当 に す ばら し い と思 い ま す。 手 縫 いと か ミ シン の 使 い方 と か 、調 理

の仕 方と か も、 ど ちら も大 変 分か り やす く、 見 やす く 構成 され て いて 、

よくできていると思います。  

  私の 中で は 本 当に 甲乙 つ け難 い とい うこ と だっ た ので すが 、 今の 對

馬委 員 の 調理 の 仕 方の 細 か い、 最 初 から ゆ で る、 途 中 から 入 れ るど う

こう と か 、そ の 辺 を聞 く と 、私 は 分 から な い 世界 だ っ たと 恥 ず かし な

がら今、話をしております。  

  ということで、開隆堂がいいのかなと思います。  

伊井委員  今の調 理の とこ ろ は 、 緑 のお 芋の とこ ろ な ので すけ ど、 実 は

区民 ア ン ケー ト の 方に 緑 の お芋 の 様 子が 写 真 で入 っ て いて 、 子 ども 自

身が 「 こ れ危 な い かも 」 と 気付 け て いい と 思 いま し た 。ゆ で 卵 のペ ー

ジに ア レ ルギ ー へ の記 載 が あ り 、 ま た給 食 で 注意 し て いる こ と が示 さ

れて い て 、と て も いい な 、 学校 に 行 くの に と ても 安 心 でき る な と思 い

ましたという区民アンケートがありました。  

  私も 開隆 堂 の 方が いい な と思 う ので すけ れ ども 、 ２社 とも 、 より よ

い生 活 者 とな る た めの 学 び とし て 、 すば ら し い教 科 書 にな っ て いる な

と思 い ま した 。 教 科書 と し て、 た だ 調理 法 や ミシ ン の 使い 方 が 掲載 さ

れて い る ので は な く、 目 次 を見 る と 、そ の ラ イン ナ ッ プが す ご く充 実
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しているのですね。  

  特に涼しい住まい方、暖かい住まい方の工夫、家庭の一員だけでなく

地域の一員という単元もあり、注目される視点です。全体的に暮らしと

いう視点に立っていて、総合的に、かつ、日々の暮らしの成り立ちや組

み立てを示しながら、児童自らも考え、行動できる方向に導いているな

と感じるのですが、その点では、やはり開隆堂かなと思います。  

  私がトピックとして良いと思った点ですけれども、生活を支えるもの

や、お金という単元で、消費者教育について丁寧にアプローチしている

点です。昨今ゲームへの課金の問題などを耳にしますが、こうした消費

者教育につきましては大切な学びだと考えます。また、地域との関わり

については、実践を提案している点などは、杉並区の教育につながるの

ではと思います。ということで、開隆堂がいいなと思いました。  

教育長  ありがと うござ いま した 。 皆さん 、開 隆堂 と いうこ とで すの で 、

開隆堂でよろしいでしょうか。  

（「はい」の声）  

教育長  それ では 、家 庭科 につ き ま して は開 隆堂 出 版 で決 定と いた し ま

す。 

引き続き、保健に行きます。保健について、いかがでしょうか。お願

いします。 

久保田委員  保健 は６ 社あ りま す。 東京 書籍 ・大 日本 図書 ・大 修館 ・ 文

教社・光文書院、そして現行の G a k k e n であります。この中で、やはり

G a k k e n と東書と大日本は現場で使っていくのにいいかなと思いました。

理由 は 、 ３社 と も 学習 の 流 れを 明 確 にし て い て、 そ れ に基 づ い た構 成

になっているということなのですね。  

  保健 の場 合 は 、１ 時間 の 授業 を ３つ のピ ー スと い う言 葉 を 使 って 、

３つ の ピ ース で 構 成さ れ て いて 、 そ れで 作 り 上げ て い く、 そ う いっ た

教科 書 の つく り に なっ て い るの で す ね。 そ し て、 ま た 学習 を 進 めな が

ら教 科 書 にノ ー ト とし て 記 入し て い ける よ う な欄 も 確 保さ れ て いて 、

授業としてスムーズに展開していけるのかなと思いました。  

  また東書の場合は、１時間の授業を４つのステップで構成していまし

た。これも見開き２ページの使い方も含めて非常に分かりやすい構成と

なっています。書き込みのノート欄も確保されていました。デジタルコ

ンテンツも豊富で、やはり活用しやすい、そんなふうに思いました。 
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  大日本の場合は、１時間の授業を基本的に見開き２ページで、要は１

つの題材を見開き２ページでというのが基本なのですが、非常に分かり

やすい内容構成になっています。また、ほかの会社もそうなのですが、

大日本においても、ジェンダーフリーとかコロナなどの現代的な課題も

丁寧に取り扱っているというのが特徴であり、よかったところです。  

  この３社でどれか、なかなか絞りにくいなと迷ったところなのですが、

また委員の皆さんからもこれはというものがあったら教えていただきた

いと思いますし、特になければ、現行使われている G a k k e n の教科書で

いいのかなと今のところは思っています。以上です。  

折井委員  教科書 調査 委員 会で 質 疑 応答 があ った 内 容 にな るの です け れ

ども 、 保 健の 授 業 では 、 限 られ た 時 数し か な いと い う こと も あ って 、

教科 書 に 書き 込 み スペ ー ス があ っ て 、そ こ で 完結 で き ると 方 が 授業 が

進め や す いの だ と いう お 話 を聞 き ま した 。 そ の観 点 か ら、 先 ほ ど大 日

本・ G a k k e n ・東書とありましたけれども、スペース的にもしっかり確

保されているものは G a k k e n か東書、この２社、２択になるのかなと思

います。 

教育長  ほか、いかがですか。  

伊井委員  私 も、 光文 書院 さん の ３ ・４ 年の 始ま り の とこ ろに 「ど う し

て保 健 を 学ぶ の か な」 と い う問 い が ある の は 、と て も いい な と 思い ま

して 、 ５ ・６ 年 で も、 そ の 問い か け と同 じ ア ニメ の 絵 で、 項 目 ごと に

問い を 設 けて い て 、本 編 に 入る と い うつ く り にな っ て いて 、 見 通し を

持ち 理 解 につ な が ると 感 じ まし た 。 裏表 紙 に 掲載 さ れ てい る 各 界で 活

躍し て い る方 々 の メッ セ ー ジも 子 ど もた ち に は身 近 な のか な と 感じ ま

した。 

  でも、 G a k k e n の教科書は全体に学びの流れがすっきりしていて、説

明・ 写 真 ・挿 絵 の バラ ン ス がほ ど よ く、 理 解 しや す い 言葉 が 採 用さ れ

てい る と 感じ ま し た。 ２ 冊 読ん で み まし た が 、大 人 に とっ て も 、と て

もた め に なり ま し た。 小 学 校か ら 体 につ い て 、健 康 に つい て し っか り

学ぶ こ と で、 児 童 にと っ て 生涯 教 育 とも な る なと 思 っ てお り ま す。 今

は情 報 社 会な の で 、今 後 情 報の 中 か ら、 ど れ が正 し く て 、 自 分 に必 要

なの か 判 断す る 力 の基 礎 と もな る も のだ と 思 いま し た 。新 型 コ ロナ に

ついても追加され、人生 1 0 0年時代を健康に生き抜く知識と知恵が満載

な教科書だと思いました。  
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  調査委員会からは、先ほど折井委員の方からもありましたが、年間で

の時間が限られている中で、体育の大切さ・楽しさも踏まえて、児童に

は心の健康のためにも豊かなスポーツライフを目指してほしいとの思い

も伺いました。児童が、これからもずっと心と体を大切にできるように

と願っています。というわけで、 G a k k e n で引き続き学んでいけたらい

いなと思います。  

教育長  ほか、よろしいですか。  

對馬委員  G a k k e n か東書かということで、どちらも先ほどから話題にな

って い る よう に 、 ３・ ４ 年 生で 年 間 ４時 間 、 ５・ ６ 年 生で ８ 時 間と 伺

って い ま す。 そ う する と 、 確か に ノ ート を 買 って 使 う より も 教 科書 に

記入するほうが現実的でいいのかなと思いますと、 G a k k e n の方は自分

の言 葉 で の記 述 が 求め ら れ る、 そ の スペ ー ス が広 く 取 られ て い ると い

う印象がございますので、 G a k k e nでいいかなと私も思います。  

教育長  私も 、先 生方 から の お 話 を 伺っ てい て、 記 入 スペ ース とい う 点

でやはり G a k k e n が非常に使いやすいという話は伺っていますので、私

もG a k k e nがいいかと思います。  

  ちょ っと 違 う 観点 でお 話 をさ せ てい ただ き たい こ とが 一つ あ って 、

性の 多様 性 につ い ての 記述 が 教科 書 会社 によ っ てか な り違 うの で すね 。

それ で 、 今回 見 て いて 、 こ れは か な り、 そ れ ぞれ の 会 社が 本 当 に苦 労

して 工 夫 した の だ なと い う のを す ご く感 じ ま した 。 と いう の は 、学 習

指導 要 領 には 、 「 思春 期 に なる と 異 性へ の 関 心が 芽 生 える 」 と いう の

が書かれているのです。  

  ところが、様々な性の多様性を受けて、実は東京書籍は、「異性や好

きな人と話したいけど恥ずかしい」という表現を取っているのですね。

つまり、異性だけじゃない、好きな人と並列にしているのです。ここま

で突っ込んだ表現にしているのは東京書籍だけなのです。  

  例えば光文書院は、「異性に話しかけるのが恥ずかしい」、これは異

性だけなのです。光文書院は、編集方針で明確に性の多様性は取り扱わ

ないと言っているのですね。なぜかというと、先生方がまだそこまで対

応できない。ここまで教科書に書いてしまうと、先生たちは非常に指導

が大変なのではないかというのが、光文書院が編集方針で挙げているの

です。 

  残りの大日本、それから G a k k e n については、異性も好きな人も書い
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ていないのです。ただ話したいけど恥ずかしいとか、本当は仲よくした

いけど、いたずらをしてしまうとか、つまり、誰にという対象をあえて

明記していないのが大日本・ G a k k e n なのですね。大修館は「気になる

人」という表現をしています。でも、どこの会社にしても、発展学習の

コラムというのですかね、として性については心の多様性、体と心の性

が違うという、そういうことは触れています。  

  こうやって見た時に、もちろん東京書籍の突っ込んだ形での「異性や

好きな人」というのも一つの考えだし、ただ、全体を見る時に、果たし

てこれで教員が指導に対応できるかと考えた時に、私は、あえてそこは

発展のプラスで書いてある教科書、つまり、私は G a k k e n でいいのかな

と思います。 

  ただ、これについては、これから先、大きな問題になっていくことで

あり、当然ながら、これが「異性や好きな人」という並列な世界に多分

なっていくだろうし、ただ、学習指導要領自体がまだ「異性」となって

いるので、ここは今後の改訂に期待するところなのかなと思います。  

  ですから、現状ということで考えると、私は G a k k e n がいいのではな

いかと思っています。ほか、意見いかがですか。よろしいですか。  

  それでは、保健につきましては G a k k e n と決定してよろしいでしょう

か。 

（「はい」の声）  

教育長  それでは、保健につきましては G a k k e nと決定をいたします。  

  引き続きまして、英語に行きます。英語についてご意見のある方、お

願いをいたします。  

伊井委員  英語は ６社 ござ いま す 。 東京 書籍 ・開 隆 堂 ・三 省堂 ・教 育 出

版・ 光 村 図書 ・ 啓 林館 の ６ 社で す 。 前回 セ ン セー シ ョ ナル だ っ たの が

東書の別冊の「M y  P i c t u r e  D i c t i o n a r y 」。他社も大変そこに力を

入れてきたという感じがいたします。  

  開隆堂は５年・６年が同じもので「 W o r d  B o o k 」、それから三省堂

「M y  D i c t i o n a r y」、教育出版は本体巻末「M y  W o r d  B a n k」、光村

図書は巻末で外れる形になっています、「 P i c t u r e  D i c t i o n a r y 」、

啓林館は巻末に「 W o r d  L i s t 」つきになっています。  

  それぞれ工夫してきたと思いますが、内容はおおむね単語帳のイメー

ジ で し た 。 そ の 中 で 東 京 書 籍 の 「 M y  P i c t u r e  D i c t i o n a r y 」 は 、
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ページを開くと、「英語を使って会話を広げよう」と会話をしている小

学生の写真があり、「日常生活で使える表現」、「会話を始めるとき」、

「続けるとき」、「終えるとき」の表現があります。  

  また更にページをめくると世界地図があり、世界各国の情報が国の名

前だけでなく、デジタルコンテンツによって音声でも聞くことができま

す。この音声で聞けるというのは、本当にうらやましいなと感じました。

次のページには日本地図、そこには日本の特産品・伝統文化・名所など

も分かります。  

  実は書道家の知人がある学校で授業をしているのですが、子どもたち

へ書道の心を伝えてくださるとともに、児童に対して、日本のことをし

っかり勉強して、海外の人へ伝えられるようになりましょうと話してく

ださいました。とても大事な観点だと、その時感じました。  

  国際理解、異文化への理解、国際交流、最終的にはコミュニケーショ

ンできるということを目指していく時に、東京書籍の教科書の５年生始

まりの「日本でつながる私たち」、６年生始まりの「世界につながる私

たち」、ここに東京書籍の軸が集約されていると思います。世界と交流

す る こ と へ の 東 京 書 籍 の 主 軸 が こ の 「 M y  P i c t u r e  D i c t i o n a r y 」

にも実現されていると思っています。  

  単語の紹介には、例題的な会話のセンテンスがついていますし、会話

の表現が随所に見られます。二次元コードの内容も充実していますし、

教科書の項目も含めまして、項目、あるいは単元として整理されている

ので、とても使うのが楽で、学びを自由に広げることができると感じま

し た 。 こ の 「 M y  P i c t u r e  D i c t i o n a r y 」 の 巻 末 に は 、 ５ 年 生 ・ ６

年生の「主な表現を確認しよう」という、教科書のユニットごとに学習

した主な表現を紹介しています。  

  この各ユニットで学習した大切な表現を振り返ることで、個々に復習

することもでき、また、そういった意味では個別最適な学びにつながる

と思いますし、会話という意味では、対話を大切にする杉並の教育にも

つながっていくと思います。私は東京書籍がよいと考えております。  

教育長  ほか、いかがでしょうか。  

對馬委員  前回の 採択 の 時 に、 確 か 英語 の教 科書 が 初 めて 出て きた か と

思う の で すけ れ ど も、 そ の 時に 比 べ ると 、 ど この 会 社 も非 常 に 努力 さ

れた と い いま す か 、前 の 時 より も ど れも 非 常 によ く て 、 非 常 に 似通 っ
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てい る と いう の で しょ う か 、本 当 に どれ も よ くな っ て いる な と 思い ま

した 。 た だ、 や は り会 社 ご とに 会 話 が多 い と か、 活 動 が多 い と か、 あ

るい は 、 英語 と い う 言 語 だ けで は な くて 、 世 界の 文 化 を学 ぼ う とし て

いる とこ ろ であ っ たり 、そ う いっ た 特徴 はい ろ いろ あ った と思 い ます 。  

  もう 一つ 、 一 番最 初に 教 育長 の お話 にも あ った よ うに 、デ ジ タル コ

ンテ ン ツ が今 回 い ろい ろ な 科目 で 出 てき て い ます け れ ども 、 英 語は や

はり 音 声 とい う の が非 常 に 大事 で し て、 デ ジ タル コ ン テン ツ が 充実 し

てい る な と思 っ た のは 、 東 京書 籍 ・ 教育 出 版 ・開 隆 堂 、こ の ３ 社 か な

と感じます。 

  デジタルコンテンツというのは、学校でもそうでしょうけれども、お

家に帰ってから一人で勉強する時にも役に立つものかなと思います。教

科書調査委員会の先生とお話しした時にも、東京書籍であったり、開隆

堂であったり、その辺りは先生としても使いやすい教科書にできていま

すよということも伺っておりますので、その辺りで決められたらいいの

かなと思います。  

久保田委員  私は 東書 と啓 林館 の教 科書 でい いな と思 った とこ ろが あ り

ます 。 そ れは 、 授 業の 中 で 学習 を 進 めな が ら 児童 が 教 科書 に 記 入し て

いけ る ス ペー ス が 多く 設 け られ て い ると い う こと で す 。や は り 児童 に

とっ て 、 英語 を 学 んで い く 時に 、 い ろい ろ な 負担 が 出 てく る と 思う の

です が 、 教科 書 に 書き 込 む とい う こ とが 一 つ の子 ど も たち の 負 担軽 減

と言 う と 、ち ょ っ と言 葉 が おか し い かも し れ ませ ん が 、非 常 に 一つ の

有効的な活用方法かなと思ったからなのですね。  

  やは り児 童 が ノー トと か ワー ク シー トに 改 めて 記 入す ると か 、そ う

いっ た 活 動と い う のは 、 時 間的 に も 能力 的 に もか な り の負 担 を 強い る

こと に な りま す 。 そう い っ たこ と を 考え た 時 に、 教 科 書を ノ ー トと し

て、そこに記入していくという方法はいいなと思ったわけですね。  

  それから、もう一つは、やはりよく言われているところの、聞く・話

す、そして、読む・書くという４技能の順番というか、バランスとか、

その辺を考えた時、その辺のバランス・構成を考えて作っている、うま

いなと思ったのが東書の教科書だなと思いました。以上です。  

教育長  私は 、そ れぞ れの 教科 書 で いろ いろ 文例 が 使 われ てい るの で す

けど 、 そ の文 例 が どの ぐ ら いあ る か なと 見 た ら、 東 書 と開 隆 堂 の文 例

とい う の が非 常 に よく て 、 多分 単 語 数と い う ので す か ね、 ワ ー ドの 数
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も多 い の だろ う な と思 う の です け ど 、非 常 に 多く の も のが 取 り 扱わ れ

てい る な と感 じ て いる の で 、東 書 ・ 開隆 堂 辺 りか な と 私は 思 っ てい ま

す。 

  あと 、デ ジ タ ルコ ンテ ン ツに つ いて は、 私 はい ろ いろ 見た 中 で、 や

はり 東 京 書籍 の デ ジタ ル コ ンテ ン ツ は秀 で て いる な と 非常 に 思 いま し

たね 。 す ばら し い コン テ ン ツが た く さん あ っ て 。 で す から 、 ト ータ ル

でいくと私も東京書籍かなと思っています。  

折井委員  英語教 育が 専門 で、 教 員 研修 にも 関わ っ て いる 関係 で、 す み

ませ ん 、 長く な り ます が 、 全社 に つ いて コ メ ント を さ せて い た だき た

いと思います。  

  2 0 2 0 年度から外国語活動も教科化されて教科書を選ぶようになった

ので す け れど も 、 教科 化 さ れて も 、 やは り 外 国語 が 「 活動 」 で ある こ

とは 変 わ りが な い 。中 学 校 の学 習 の 形態 を そ のま ま 下 ろし て く るの で

はな く て 、や は り 小学 校 と して の 外 国語 の 授 業で あ る 。そ れ が 作り や

すい教科書であることが重要だと考えます。  

  学習指導要領の「外国語を用いて積極的にコミュニケーションを図る

ことができるように指導する」ための教科書になるのですけれども、コ

ミュニケーションが取れるようになるというのは、要は発信もできるよ

うになるということで、発表活動・やり取り活動ができる、発話活動ま

で持っていくことのできる教科書が大事だということになるのですけれ

ども、杉並区の場合は、専科の先生もいますし、あとＪＴＥの先生にも

関わってもらってはいますけれども、クラス担任の先生もかなりの数を

担当するのですね。  

  その際に、クラス担任の先生でも使いやすい教科書であることが杉並

区の場合には大事であるということになります。ですので、教科書は段

階を踏んでアウトプットまで持っていってくれるということをしっかり

と道筋を見せてくれている教科書ということで、前回東京書籍を採択い

たしました。 

  改訂を経て、本当に各社似通ってきているなという感があります。外

国語の学習の過程は、基本的にリスニングなどのインプット活動、それ

から始めて、そこで触れた言語を活用してアウトプットにつなげるとい

うのが通常で、言語習得の過程から見ても最も理にかなっているという

ことになります。なので、ほぼ全社リスニング活動から始めて、最終的
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にアウトプット活動になっています。  

  唯一の例外が三省堂の「 C r o w n  J r . 」なのですね。こちらは最初か

ら話してみよう、紹介してみようとあって、各課の３ページ目以降に初

めてリスニング活動ですとか基礎練習が入ってきます。こちらは恐らく

専科、もしくは私立の学校であるならば使えるのかなと思いました。  

  つまり、「話してみよう」、「紹介してみよう」、スモールトークの

位置づけで、まず、できなくてもいいから知っていることを用いて取り

あえずやってみようよ。そこでできなかったり、自分の持っている知識

と話したいことのギャップを感じると、それを踏まえて調べものなどを

して、２回目のスモールトークをすると、実は学習がぐっと進むと言わ

れています。ここまでやる余裕がある学校、もしくは地域であれば、恐

らく使い勝手がいいと思うのですけれども、やはりクラス担任を持つと

なった場合に、この構成は少し使いづらいかなと思いました。  

  改めてアウトプットにつなげるための教科書の構成としてこうであっ

てほしいという観点は、一つ目は発話につなげるための準備がスモール

ステップであるということ。二つ目が、久保田委員がお話しされました

ように、書き込めると担任でも指導しやすい。プリントとかを作らなく

ても、そのまま使えるので使いやすい。三つ目が、参考にできるような

文例がある程度あること。ずらっと並ぶということではなく、ある程度

使えるものが教科書のどこかに載っているということ。四つ目が、活動

数が多からず少なからず適量であるということです。  

  光村図書・教育出版・開隆堂・啓林館・東京書籍、この５社は、いず

れもインプットからアウトプットへの流れがきれいに確立されていると

感じました。 

１社ずつ申し上げていきますと、光村図書「 H e r e  W e  G o！」は評価

しやすい工夫が本当によかったなと思います。リスニング活動もとても

充実しています。書き込みスペースが杉並区の実態としては少し足りな

いかなという印象です。  

  教育出版「 O N E  W O R L D 」は、アウトプット活動がとても豊富でした。

ちょっとやり切れないかもという感もあります。文例が、教科書に載っ

ているのが少し少ないので、学級担任が教える時には何か別に用意する

とか、そういったことが必要になるかなと思います。  

  開隆堂の「 J u n i o r  S u n s h i n e 」ですけれども、私も教育長と同じよ
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うに、この教科書にすごく好感を持ちました。文例もあって、あとブレ

インストーミングの箇所があるのですね。ここも、とても指導しや すい

工夫ですので、とてもいいと思いました。文例、ブレストの場所がある

ということで、開隆堂はとてもいいと思いました。  

  啓林館「 B l u e  S k y  e l e m e n t a r y」ですね。こちらも書き込みスペー

スが豊富で、文例もあり使いやすい。そして、特徴としては、書くこと

を丁寧に扱っているなと感じました。小学校の先生方の研修をしている

と、書くことの指導が、ローマ字の指導と同じとまでは行かなくても、

少しそこにとどまっている印象がありますので、この教科書を使うと、

書くということがすごくしっかりと指導できるかなと思いました。  

  た だ 、 「 R e v i e w 」 と い う と こ ろ で 、 R e v i e w と い う の は 復 習 と か 振

り返りという意味なのですけれども、こちらは、どちらかというとパフ

ォーマンス評価のような発話活動になっていて、内容も発展的でちょっ

と難しめだなと思いました。活動が豊富というよさもあるのですけれど

も、ちょっとやり切れないかなと思いました。  

  現行の東京書籍の「 N E W  H O R I Z O N 」なのですが、私もほかの委員と

同じく、東書一択かなと思っています。よさは、スモールステップであ

ること、文例の書き込みスペースが十分であると思いました。特によい

点は、前回からの教科書での変更点だと思うのですけれども、プラスマ

ークがつきました。時間があればやってくださいのところですね。  

  前回の教科書を先生方、担任の先生、専科の先生が使っていて、聞く

ところによると、少し量が多くて、不慣れな担任の先生だとやり切れな

いなとか、全部やらなければというプレッシャーを感じるというコメン

トをよく聞いていましたので、このプラスマークがあることで、教科書

を最初から最後までやらなくても、ここは発展だから、時間がなければ

やらない、もしくは、パフォーマンスのアウトプット活動をもっと充実

させるからやらないといった選択がうまくできるのではないかなと思い

ました。 

  あと、もう一つはデジタルの部分なのですけれども、スモールトーク

は、授業の最初に先生が発言して、児童を巻き込んでスモールトークを

どんどん進めて、オーラル・イントロダクションですね、それができる

ととてもいいのですけれども、その部分が先生方はとても苦手なのです

けれども、今回教員の方のデジタルブックの方にモデルトークが入って
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いるというところが、これはとてもとてもありがたいなと思いました。  

  ですので、東京書籍の「 N E W  H O R I Z O N 」は前回以上に指導者の使い

勝手ですとか、指導運営上の視点からも極めて優れている教科書だと思

いましたので、私は東書一択だと思います。  

教育長  あり がと うご ざい まし た 。 それ では 、英 語 に つき まし ては 東 京

書籍と決定してよろしいでしょうか。  

（「はい」の声）  

教育長  それでは、英語につきましては東京書籍と決定いたします。  

  引き続き、道徳科についてご意見のある方、お願いをいたします。  

久保田委員  ６年 前、 まさ に 特 別の 教科 、道 徳が スタ ート した 時、 当 然

初め て の 道徳 の 教 科書 も ス ター ト し まし た 。 その 時 私 たち も 初 めて 道

徳の 教 科 書を 、 あ の 時 は も っと た く さん あ っ たの で す が、 全 部 拝読 し

まし た 。 その 時 思 った こ と があ り ま す。 こ の 教科 書 で どん な 授 業を 作

っていくのかということなのですね。  

  学習 指導 要 領 では 、は っ きり と 「考 え、 議 論す る 道徳 」と い う言 葉

を打 ち 出 しま し た 。そ れ は ずっ と 今 に至 っ て いま す 。 今も 強 調 され て

いま す 。 とい う こ とは 、 １ 時間 の 道 徳の 授 業 とい う の は、 教 師 の側 が

道徳 的 価 値を 一 方 的に 押 し つけ る 、 ある い は 、 教 え 込 む授 業 で はな い

とい う こ とな の で すね 。 や はり 一 つ の題 材 、 主題 の 下 で、 児 童 自身 が

いか に 考 え、 そ し て互 い の 考え を 交 流し 合 っ て、 ま さ に考 え 合 って い

く授 業 を どう 作 り 上げ て い くか 。 そ のた め に 教科 書 を どう 使 う かと い

うことになると思っています。  

そんな時に、細かい問いをたくさん用意して、あるいはワークシート

等を用意して、型どおりに教師主導で進めていくといったことではなく

て、やはり児童一人ひとりがしっかりと考え、それを基に交流し合って

いく、話し合っていく、そういった授業を作り上げていくことが大事で、

当然問いとなるのは絞っていくべきだ、と６年前も私は申し上げたこと

がありました。それは今も変わらないと思います。実際、今回６社の教

科書を拝見して、問いの数を絞っていくという流れがはっきりしたなと

思いました。 

それから、もう１つ、ワークシート・ノート類についていえば、１社

だけとなりました。ということは、考え、議論する道徳の授業づくりと

いうことがはっきりしたなと改めて今回思いました。そんな中で、やは
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り東書の教科書は１年生から６年生まで全ての題材にわたって問いを２

つに絞っている、徹底しています。その下で、子どもたちにしっかり考

えさせ、それを基に子どもたちが考え合っていく、そういった授業を実

現するという意図が明確です。ということで、今使っている東書の教科

書で私はいいかなと思っています。  

教育長  ほか、いかがでしょうか。 

伊井委員  調査委 員会 から の報 告 が あり まし た 時 に 、 実態 とし て受 け 止

めたことがあります。年間 3 5 時間の道徳の授業の中で、道徳が教科と

なっ て か ら、 基 本 的に 教 科 書を 使 用 して 授 業 をし て い る そ う で す。 １

時間 で 完 結を 目 指 して い る ため 、 導 入と し て の教 材 の 判読 時 間 は、 基

本は５分、長くても７、８分。 

  教材 は、 基 本 的に は児 童 が読 む ので はな く て、 先 生が 読ん だ り、 デ

ジタ ル コ ンテ ン ツ を活 用 し て、 映 像 を見 な が ら 音 声 で 流す な ど の方 法

を取 っ て いる そ う です 。 そ の 後 、 発 問を 考 え 、話 し 合 い、 振 り 返り を

行うのは結構時間との戦いだという話もございました。  

  会社によっては教材の分量が多いところもあるなと感じました。それ

だと、振り返りまで行かなくて時間切れになってしまうということです。

私も研究授業だけでなく、日頃の授業を見せていただく機会がありまし

たが、最後の振り返りは大忙しなことも多々ありました。そうなると、

発問以降の流れがとても重要になってくると思います。  

そういう意味で東京書籍の教科書が、４つの内容項目について教材が

万遍なく入っていて、しかもバランスよく配列されている。「自分のこ

と」、「人との関わり」、「社会との関わり」、「命・自然・大いなる

もの」、以上、この４つです。  

杉並区の「いのちの教育月間」というのがありますが、教材の内容項

目が、そこでの教育内容とも合っているのかなという印象も受けました。

先生方は挿絵にも気を配っていらして、発問していく時に、登場人物の

心の動きに迫る手段であるということで、挿絵の表情も重要視されてい

るとのことでした。そういう意味でも東書は、ほどよいと感じています。 

４つの内容項目を見開きに色分けしていて、項目名も優しい言葉で表

現されているので、授業が進めやすいのではないかと思います。何より、

内容が児童の日常にある風景、エピソードであって、中には児童にとっ

て思い当たる心情ではと思われるものもあり、身近な教材として東書が



 

 52 

いいと思います。  

それから、裏表紙の「保護者の皆様へ」というところで、「心のちか

ら持ちをめざして」というメッセージがとても感動的でした。表紙にも

すてきな言葉があり、表紙を開くと各学年、とてもすてきなメッセージ

があるので、私は東書がいいなと考えています。  

１点、追加なのですけれども、読みが終わった後、教材の内容が分か

った後ですが、その後発問を考える話合い、振り返りを行うのは時間の

戦いとお伝えしましたが、私は、そうなると発問以降の流れがとても重

要だと感じます。今後は発問の後の活動、児童がどう自分と向き合い、

他者とコミュニケーションを図っていくか、そのやり方には、もっと自

由な発想というかバリエーションがあってもいいのではないかなと感じ

ることもあります。  

例えば別のクラスとシャッフルして議論するとか、大人とやり取りす

るとか、無理な面もあると思いますが、大人とやり取りするという点で

は、実際教育ビジョンをみんなで理解し、共有する取組がありましたし、

学校によっては学校運営協議会の方々と話すチャンスを設けているとこ

ろもあります。考え、議論する道徳、答えが１つではない道徳、「教育

ビジョン 2 0 2 2 」そのものに通じるところがあります。「違いを受け入

れる」そのものですし、また発問からの流れは、対話を大切にしている

ところも教育ビジョンにつながっていると思います。先生方の授業がだ

んだん軌道に乗り、定着してきている実感がある点からも東書が望まし

いのではないかと思います。以上です。  

折井委員  道 徳の 教科 書は 本当 に 感 動す るの です よ ね 。前 回の 時も 、 毎

回道 徳 の 教科 書 は 読み 応 え があ っ て 、 本 当 に 考え さ せ られ て 、 場合 に

よっ て は 泣い て し まう と い う、 感 情 移入 を し てし ま う ので す け ど。 小

学生 だ っ た時 の 息 子も 、 道 徳の 教 科 書だ け は 見本 本 を 読む こ と があ っ

たの で す けれ ど も 、２ 人 と も光 村 図 書、 い い なと と て も思 っ て いた の

ですね。いまだに光村図書の文章は、とても私は好きなのです。  

  ただ 、ほ か の 委員 の話 を 聞い て も、 やは り 時間 が これ は足 り ない よ

ねと 。 読 んだ り 、 読ん で も らっ た り する の で 授業 が 終 わっ て し まう の

では 、 や はり 道 徳 の授 業 と して の 本 分が き ち んと 果 た せな い の かな と

いう と こ ろを 考 え ると 、 や はり 少 し 文章 量 は コン パ ク トで あ る べき な

のか な と いう こ と と、 先 ほ ど意 見 が 出ま し た けれ ど も 、ノ ー ト に書 き
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込む と か 、問 い が たく さ ん ある と い うの は 、 やは り 厳 しい な と いう こ

とと 、 あ と、 少 し 気に な っ たの は 、 教科 書 に よっ て キ ーフ レ ー ズが 、

教科 書 に あら か じ め書 か れ てい る も のが あ る ので す ね 。私 は 、 これ は

望ましくないのではないかなと思います。  

  特別の教科の初回の採択の時でも議論になったのですけれども、やは

り考えを押しつけない、自由な発想。一見したら、意見が偏りそうな題

材でも、いやいや違うよ、僕はこう考える、私はこう考えるというとこ

ろが出ることがとても大切なので、やはり考えを狭めない、自由な発想

を妨げるようなものはないほうがいいのかなと思いました。その点でバ

ランスがいいのは東京書籍かなと思いました。  

對馬委員  今、折 井委 員か ら道 徳 の 教科 書 で 感動 す る とお っし ゃっ た の

で、 私 は 前に も 言 った か も しれ ま せ んが 、 道 徳の 教 科 書 は あ ま り納 得

でき な い とい う か 、起 承 転 結の 結 が ない の で すね 。 当 たり 前 な ので す

けど 、 国 語は 基 本 的に 起 承 転結 が あ るの で す けれ ど も 、道 徳 の 場合 に

は起 承 転 まで 行 っ て、 結 は 自分 で 自 由に 考 え てい っ て 、一 生 懸 命考 え

る。 そ れ をそ の 後 の生 活 に 生か し て いく と い うこ と で 、そ こ が やは り

大きな違いだと思うのです。  

  今、 折井 委 員 もお っし ゃ いま し たけ ど、 そ の結 と いう のは 誘 導し な

いで 、 そ れぞ れ が 考え て 、 こう し た らい い の では な い かな 、 こ うだ っ

たら よ か った の に なと 、 そ の発 想 が いっ ぱ い 出て く る こと が と ても 大

事だ と 以 前の 採 択 の 時 に 教 えて い た だい た こ とも ご ざ いま し た ので 、

そう す る と、 道 徳 的価 値 観 を押 し つ けな い よ うな 方 向 で発 問 も 絞ら れ

てい る 教 科書 と い うの で い くと 、 や はり 東 京 書籍 が い いか な と 感じ ま

す。 

教育長  あり がと うご ざい ます 。 私 も読 んで 、こ の ６ 社 に そん なに す ご

く差 が あ ると は 私 は思 い ま せん で し た。 本 当 どこ の 会 社も 、 そ れぞ れ

取り 上 げ てい る 題 材と い う か文 章 は 、す ば ら しい も の が多 く て 、そ こ

から 教 員 がど う 問 いを 構 成 し、 価 値 に 気 付 か せて い く か、 こ の 辺り と

いうのは会社の腕にもかかってくるなと思っています。  

  皆さん 、東 書 の意見 が多 かっ た のです けど 、実 は それぞ れ教 科書 で 、

たく さ ん の人 物 を 取り 上 げ て い て 、 池江 璃 花 子さ ん と か藤 井 聡 太さ ん

とか 中 村 哲さ ん と いう の が 非常 に 多 くて 、 実 は東 書 で 取り 上 げ てい る

臼井 二 美 男さ ん と いう 方 が いら っ し ゃる の で すね 。 義 肢装 具 士 で、 い
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わゆ る 義 足を 作 る 方で 、 ち ょう ど 前 回の 東 京 オリ ・ パ ラの 時 に も活 躍

をさ れ た 方で 。 実 は、 こ の 方は 区 内 在住 で 、 令和 ３ 年 に杉 並 区 のス ポ

ーツ特別栄誉賞を受賞している方なのですね。  

  この臼井二美男さんを取り上げているのは東書だけで、まさにこれは

杉並区の宝である、これを是非私は取り上げて、子どもたちにも理解し

てもらいたいなと思っています。社会や公共のために役立つということ、

一応価値はそうなってはいるのですけど、人の生き方は、価値は一つで

なく、幾つも価値があって、もしかしたら教員が狙っている価値ではな

いものを子どもは気付くかもしれない。それは分かりません。  

  でも、一生懸命頑張っている人の生き方を学ぶというか、見る、知る

ということは、自分の人生に必ず返ってくるものがあると。だから、是

非そういう人物を取り上げている部分は大事にしたいし、かつ、この方

が杉並区在住で活躍していらっしゃる方で、多分今度パリがありますか

ら、そこに向けても活躍されると思うのですけど、そうした方を追って

いけるということで、私は東京書籍がいいのではないかなと思っていま

す。 

  皆さんからご意見頂きましたけど、道徳は東京書籍と決定してよろし

いでしょうか。  

（「はい」の声）  

教育長  それでは 、道徳 科に つ き ま しては 東京 書籍 と 決定を いた しま す 。  

  それでは、以上で全ての種目を終了いたしましたが、ここで再度種目

ごとに確認をして、最終決定をしたいと思いますので、庶務課長、全て

の種目について発行者名の読み上げをお願いいたします。  

庶務課長  それで は、先 ほど 決定 い ただき まし た発 行 者名に つき まし て、

種目 別 に 改め て 確 認を さ せ てい た だ きま す 。 なお 、 発 行者 の 敬 称は 省

略をさせていただきます。  

  国語、 光村 図 書出版 。書 写、 光 村図書 出版 。社 会 、東京 書籍 。地 図 、

帝国 書 院 。算 数 、 教育 出 版 。理 科 、 大日 本 図 書 。 生 活 、東 京 書 籍。 音

楽、 教育 芸 術社 。 図画 工作 、 日本 文 教出 版 。 家 庭、 開 隆堂 出版 。 保健 、

G a k k e n。英語、東京書籍。道徳、東京書籍。以上でございます。  

教育長  ありがとうございました。それでは、採択いたします。  

  議案第 7 3 号につきましては、ただいま 読み上げたとおり採択するこ

とに異議ございませんか。  
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（「異議なし」の声）  

  それでは、異議がございませんので、議案第 7 3 号につきましては、

そのように決定をいたします。  

庶務課長  それでは、引き続きまして、日程第２、議案第 7 4 号「杉並区

立特 別 支 援学 校 並 びに 杉 並 区立 小 学 校及 び 中 学校 の 特 別支 援 学 級に お

いて 使 用 する 教 科 用図 書 （ 令和 ６ 年 度使 用 ） の採 択 に つい て 」 を上 程

いたします。済美教育センター所長から、ご説明を申し上げます。  

済美教育センター所長  では、引き続き私から議案第 7 4 号「杉並区立特

別支 援 学 校並 び に 杉並 区 立 小学 校 及 び中 学 校 の特 別 支 援学 級 に おい て

使用 す る 教科 用 図 書（ 令 和 ６年 度 使 用） の 採 択に つ い て」 、 ご 説明 い

たします。 

  特別 支援 学 校 及び 特別 支 援学 級 で使 用す る 教科 用 図書 につ き まし て

は、 義 務 教育 諸 学 校の 教 科 用図 書 の 無償 措 置 に関 す る 法律 な ど の関 係

法令に基づき、毎年採択を行っております。  

  また、特別支援教育の教科用図書の採択については、学校教育法の附

則第９条の規定に基づいて行っておりますが、特別支援学校については

学校教育法施行規則第 1 3 1 条第２項、特別支援学級については同第 1 3 9

条において一般図書を使用することができると規定されております。  

  小学校教科用図書の調査研究と同様、規則・要綱・手引に基づき、特

別支援教育教科書調査委員会を設置するとともに、特別支援学校及び特

別支援学級からの報告を参考に合計 7 2 0点の図書について調査研究を行

いました。 

  調査研究結果につきましては、７月 2 6 日に特別支援教育教科書調査

委員から教育委員の皆様へ調査報告書とともに口頭でもご報告させてい

ただきました。  

  提案理由ですが、義務教育諸学校の教科用図書の無償措置に関する法

律第 1 3条及び第 1 4条の規定に基づき、特別支援学校及び特別支援学級

で使用する教科用図書を採択する必要があるため、ご審議をお願いする

ものでございます。議案の朗読は省略させていただきます。 

庶務課長  それでは、ご審議の方をよろしくお願いいたします。  

對馬委員  これに 関し まし ては 、 例 年の こと では ご ざ いま すけ れど も 、

全て を 一 括で 採 択 して 、 そ れぞ れ 現 場で 必 要 な子 ど も たち に 必 要な 本

を先 生 が 吟味 し て 、選 ん で いた だ い て、 使 っ てい た だ くと い う こと に



 

 56 

なっていると思います。  

  今年 度新 し く この 中に 入 れる 本 に関 しま し ては 、 私た ちも 拝 見い た

しま し て 、適 切 だ と思 い ま すの で 、 ご提 案 の とお り 、 一括 採 択 でよ ろ

しいかと思います。  

折井委員  私 も一 括採 択に 賛成 い た しま す。 報告 会 の とこ ろで も、 同 じ

教科 書 を 小学 校 と 中学 校 で やら な い だと か 、 ２年 続 け て同 じ に なら な

いと か 、 そう い っ たと こ ろ も配 慮 し なが ら 選 んで く だ さっ て い ると い

うことですので、このまま採択でいいと思います。  

教育長  それでは、議案の採決を行います。議案第 7 4 号につきましては、

特別 支 援 教育 教 科 用図 書 採 択候 補 一 覧の と お り採 択 す るこ と に 異議 ご

ざいませんか。  

（「異議なし」の声）  

教育長  それでは、異議がございませんので、議案第 7 4号につきまして

は、そのように決定をいたします。  

  それでは、以上をもちまして本日予定されておりました日程は全て終

了いたしました。庶務課長、何か連絡事項がございましたら、お願いし

ます。 

庶務課長  次回の 教育 委員 会の 日 程 でご ざい ます が 、 議会 の関 係か ら 日

程を変更させていただき、８月 2 5 日金曜日、午後２時からを予定して

おります。よろしくお願いいたします。  

教育長  それでは、本日の教育委員会を閉会いたします。  

 


